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序　
　

文

　

京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
に
策
定
し
た
「
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
～
つ
な
が
り
、
創
る
、
京
の
智
恵
～
」

に
お
い
て
、
歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
京
都
の
知
恵
を
つ
な
ぎ
、
自
然
、
人
、
社
会
と
つ
な
が
る
人
の
育
成
を
進
め
て
お
り
、

京
都
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
、
受
け
つ
ぎ
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
心
と
技
の
育
成
を
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
重
視
し

て
い
ま
す
。
文
化
財
は
、
京
都
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
、
ま
た
新
し
い
京
都
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
上
で
も
大

変
重
要
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。
京
都
の
文
化
財
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
京
都
府
民
の
責
務
で
あ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
新
し
い
文
化
の
創
造
と
発
展
の
た
め
の
礎
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

お
い
て
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
京
都
の
文
化
財
』
第
三
十
一
集
は
、
京
都
を
代
表
す
る
無
形
の
文
化
的
所
産
に
係
る
技
能
で
あ
る
京
料
理
・
会
席
料

理
を
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、
同
技
能
を
最
も
体
得
し
た
方
を
保
持
者
と
し
て
認
定
し
た
の
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
四
年

度
に
本
府
が
三
十
一
回
目
の
指
定
・
登
録
等
を
行
い
ま
し
た
十
件
の
文
化
財
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
刊
行
に
当
た
り
文
化
財

所
有
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
冊
子
が
府
内

の
数
多
く
の
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
五
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
教
育
委
員
会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　

小　

田　

垣　
　

勉



凡　

例

一
、
本
図
録
に
は
、
第
三
十
一
回
京
都
府
指
定
・
登
録
等
文
化
財
を
収
め
て
い
る
。

二
、
掲
載
の
順
序
は
、
建
造
物
を
は
じ
め
に
種
別
ご
と
と
し
、
各
種
別
内
に
お
い 

て
は
指
定
・
登
録
の
順
と
し
た
。

三
、
本
文
の
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
し
た
。

名
称　

員
数
（
指
定
・
登
録
の
別
）

所
在
地
の
住
所

所
有
者

法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
・
構
造
形
式
等

時
代

解
説

四
、
本
文
は
文
化
財
保
護
課
職
員
が
執
筆
、
編
集
し
た
。
な
お
、
各
文
末
に
執
筆
者

名
を
明
記
し
た
。

美工・人面付土器　頭部片　温江遺跡（与謝野町）

美工・報恩寺本堂障壁画　文麟筆（報恩寺・舞鶴市）

　建・本満寺蓮乗院霊屋（京都市上京区）

美工・木造神像

　　　（松尾大社・京都市西京区）

美工・唐衣裳装束　伝東福門院所用

　　　（霊鑑寺・京都市左京区）
建・隣華院（京都市右京区）

建・麟祥院（京都市右京区）

建・恵心院本堂（宇治市）

無形・京料理・会席料理

　　　（髙橋英一・京都市左京区）

略　　称

　建　＝建造物

　美工＝美術工芸品

　無形＝無形文化財
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次

　

序
文

　

凡
例

有
形
文
化
財

　

建
造
物

　
　

本
満
寺
蓮
乗
院
霊
屋　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区 

・
・
・
・
・
・
・
・　

１

　
　

隣
華
院　
　

客
殿　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
右
京
区 

・
・
・
・
・
・
・
・　

３

　
　
　
　
　
　
　

庫
裏

　
　
　
　
　
　
　

表
門

　
　

麟
祥
院　
　

霊
屋　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
右
京
区 

・
・
・
・
・
・
・
・　

６

　
　
　
　
　
　
　

本
堂

　
　
　
　
　
　
　

庫
裏

　
　

恵
心
院
本
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
市 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

10

　

美
術
工
芸
品

　

絵
画

　
　

報
恩
寺
本
堂
障
壁
画　

文
麟
筆　
　
　

舞
鶴
市
（
報
恩
寺
）  

・
・
・
・
・
・　

12

　

彫
刻

　
　

木
造
神
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

京
都
市
西
京
区
（
松
尾
大
社
）  

・
・　

18

　

工
芸
品

　
　

唐
衣
裳
装
束　

伝
東
福
門
院
所
用　
　

京
都
市
左
京
区
（
霊
鑑
寺
）  

・
・
・　

24

　

考
古
資
料

　
　

人
面
付
土
器　

頭
部
片　

温
江
遺
跡　

与
謝
野
町 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

29

無
形
文
化
財

　

無
形
の
文
化
的
所
産
に
よ
る
技
能

　
　

京
料
理
・
会
席
料
理

　
　

髙
橋　

英
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
左
京
区 

・
・
・
・
・
・
・　

32

京
都
府
指
定
・
登
録
文
化
財
・
文
化
財
環
境
保
全
地
区
・

　
　
　
　
　
　
　

選
定
保
存
技
術
及
び
文
化
的
景
観
件
数
一
覧 

・
・
・
・
・
・
・　

35

写
真
提
供

　

木

造

神

像
：
宗
教
法
人
松
尾
大
社

　

唐
衣
裳
装
束
：
京
都
国
立
博
物
館
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建 

造 

物

本ほ
ん

満ま
ん

寺じ

蓮れ
ん

乗
じ
ょ
う

院い
ん

霊た
ま

屋や　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
棟
（
指
定
）

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
今
出
川
上
る
二
丁
目
鶴
山
町

宗
教
法
人　

本
満
寺

構
造
形
式　
　

石
造
、
桁
行
一
間
、
梁
行
一
間
、
一
重
、
切
妻
造

　
　
　
　
　
　
　

附　

宝
篋
印
塔　

一
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
造
宝
篋
印
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
和
七
年
辛
酉
七
月
二
十
九
日
の
刻
銘
が
あ
る

建
立
年
代　
　

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
［
墓
石
銘
］

　
　
　
　
　
　

平
成
一
六
年
移
築

全景

　

本
満
寺
は
、
上
京
区
に
あ
る
日
蓮
宗
の
本
山
（
由
緒
寺
院
）
で
、
山
号
を
広
布
山
と

す
る
。
寺
伝
で
は
、
応
永
一
七
年
（
一
四
一
〇
）
に
玉

ぎ
ょ
く
ど
う
み
ょ
う
い
ん
に
っ
し
ゅ
う

洞

妙

院

日

秀
上
人
（
関
白

近こ
の
え
み
ち
つ
ぐ

衛
道
嗣
の
長
子
）
が
広
宣
流
布
山
本
願
満
足
寺
と
号
し
て
創
建
し
た
の
に
始
ま
る
と

い
う
。
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
天
文
法
華
の
乱
で
焼
失
し
、
一
時
堺
に
逃
れ
た
が
、

間
も
な
く
同
八
年
（
一
五
三
九
）
に
現
在
の
地
に
移
転
再
興
さ
れ
た
と
い
う
。
天
文
以

降
も
た
び
た
び
火
災
に
遭
っ
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

蓮
乗
院
は
、
生
前
の
名
を
鶴
子
（
鶴
姫
）
と
い
い
、
江え

ど

し

げ

み

ち

戸
重
通
の
息
女
と
し
て
生
ま

れ
、
徳
川
家
康
の
次
男
・
結ゆ

う
き
ひ
で
や
す

城
秀
康
［
越
前
国
北
ノ
庄
藩
（
福
井
藩
）
初
代
藩
主
、
越

前
松
平
家
始
祖
］
の
正
室
と
な
っ
た
。
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
秀
康
が
病
歿
し
、

そ
の
後
京
都
の
公
家
・
烏

か
ら
す
ま
る
み
つ
ひ
ろ

丸
光
弘
に
再
縁
し
た
が
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
歿
し
、

烏
丸
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
当
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

蓮
乗
院
霊
屋
は
、
宝
篋
印
塔
の
刻
銘
よ
り
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
建
立
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
桁
行
一
間
、
梁
行
一
間
、
切
妻
造
、
平
入
の
石
造
建
造
物
で
、
部
材

は
ほ
ぼ
全
て
越
前
産
の
笏

し
ゃ
く
だ
に
い
し

谷
石
製
と
す
る
。
壇
上
積
形
に
成
形
し
た
基
壇
上
に
本
体

平面図・断面図及び立面図
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を
据
え
、
内
部
中
央
後
方
寄
り
に
、
北
陸
地
方
で
多
く
見
ら
れ
る
形
式
の
笏
谷
石
製
宝

篋
印
塔
を
据
え
る
。
本
体
は
、
方
柱
に
長
押
を
廻
し
た
意
匠
を
板
石
よ
り
造
り
出
し
、

柱
上
で
直
接
桁
を
受
け
る
。
妻
飾
に
は
牡
丹
を
飾
る
蟇
股
と
そ
の
両
脇
に
天
女
を
浮
き

彫
り
し
、
内
法
小
壁
と
と
も
に
極
彩
色
が
施
さ
れ
た
痕
跡
も
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
内
部

壁
面
に
は
蓮
に
乗
る
両
尊
（
釈
迦
・
多
宝
如
来
）
坐
像
及
び
四
士
（
浄
行
・
安
立
行
・

上
行
・
無
辺
行
菩
薩
）
立
像
を
造
り
出
し
、
周
囲
に
蓮
池
を
描
く
。
も
と
も
と
境
内
墓

地
の
一
画
に
西
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
六
年
に
解
体
修
理
を
行
っ
た
際

に
保
存
環
境
を
考
慮
し
て
移
築
さ
れ
、
現
在
は
本
堂
西
側
に
南
面
し
て
建
つ
。

　

笏
谷
石
製
の
石
造
霊
廟
建
築
は
、
産
地
で
あ
る
福
井
県
を
は
じ
め
、
石
川
県
や
富
山

県
等
の
北
陸
地
方
を
中
心
に
、
遠
く
は
北
海
道
ま
で
日
本
海
沿
岸
に
多
く
見
ら
れ
る
。

瑞
龍
寺
（
富
山
県
高
岡
市
）
に
は
、
前
田
家
及
び
織
田
家
の
石
廟
五
棟
（
富
山
県
指
定

史
跡
）
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
笏
谷
石
を
用
い
た
、
壇
上
積
形
基
壇
上
に
建

つ
切
妻
造
妻
入
建
造
物
で
あ
り
、
内
部
に
は
蓮
乗
院
霊
屋
と
同
形
式
の
宝
篋
印
塔
を
据

え
る
。
特
に
前
田
利
長
［
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
歿
］
の
石
廟
は
、
そ
の
細
部
意

匠
や
様
式
が
当
廟
と
酷
似
す
る
。
ま
た
、
高
野
山
（
和
歌
山
県
高
野
町
）
に
は
夫
で
あ

っ
た
松
平
秀
康
及
び
同
母
霊
屋
［
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
及
び
同
九
年
（
一
六
〇
四
）

建
立
、
国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
］
が
あ
り
、
正
覚
寺
（
石
川
県
越
前
市
）
に
は
秀

康
四
男
吉
松
丸
［
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
歿
］
の
宝
篋
印
塔
附
石
室
（
越
前
市
指

定
文
化
財
建
造
物
）
が
あ
る
。
規
模
や
形
式
は
異
な
る
も
の
の
、
笏
谷
石
を
使
用
し
内

部
に
彩
色
を
施
す
な
ど
、
当
廟
と
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
乗
院
霊
屋
は
、
石
組
や
造
り
出
し
等
の
加
工
技
術
が
高
度
で
、

内
外
と
も
に
精
緻
な
彫
刻
を
施
す
等
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
建
築
的
に
よ
く
整
っ
て
お

り
、
江
戸
時
代
前
期
の
石
造
建
築
の
構
造
手
法
や
装
飾
技
法
を
良
く
伝
え
る
。
府
内
で

の
石
造
霊
廟
建
築
が
極
め
て
少
な
い
中
に
あ
っ
て
、
意
匠
的
に
優
秀
か
つ
、
学
術
的
価

値
の
高
い
も
の
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
。

（
竹
下
弘
展
）

東妻西妻

内部墓石銘



- 3 -

隣り
ん

華か

院い
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
棟
（
指
定
）

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町

宗
教
法
人　

隣
華
院

　
　

客
殿　

一
棟

　
　

庫
裏　

一
棟

　
　

表
門　

一
棟

構
造
形
式

　
　

客
殿　
　
　

桁
行
二
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
九
・
四
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
入
母

屋
造
、
西
面
小
玄
関
及
び
下
屋
附
属
、
桟
瓦
葺

附　

大
玄
関　

一
棟　

桁
行
折
曲
り
四
間
、
梁
行
一
間
、
両
端
唐
破
風
造
、
西

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面
千
鳥
破
風
付
、
桟
瓦
葺

　
　

庫
裏　
　
　

桁
行
一
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
切
妻

造
、
南
面
本
堂
間
廊
下
棟
附
属
、
桟
瓦
葺

　
　

表
門　
　
　

一
間
薬
医
門
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺

建
立
年
代

　
　

客
殿　
　
　
　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
［
華
園
隣
華
禅
院
再
建
記
］

　
　

庫
裏　
　
　
　

一
七
世
紀
前
期

　
　

表
門　
　
　
　

一
七
世
紀
前
期

　

隣
華
院
は
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
、
脇

わ
き
ざ
か
や
す
は
る

坂
安
治
が
父
安や

す
あ
き
ら

明
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、

南な
ん
か
げ
ん
こ
う

化
玄
興
を
開
祖
に
請
じ
て
開
い
た
妙
心
寺
の
塔
頭
寺
院
で
あ
る
。
当
時
は
寺
地
が
妙

心
寺
の
境
内
に
は
入
ら
ず
、
妙
心
寺
の
境
内
地
に
隣
接
し
て
い
た
の
で
、
華
園
の
隣
と

い
う
意
味
で
隣
華
院
と
称
さ
れ
た
。

　

脇
坂
安
治
は
若
年
時
よ
り
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
近
江
国
長
浜
出
身
の
武
将
で
、
賤
ヶ

岳
七
本
槍
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
文
禄
・
慶
長
の
役
で
武
勲
を
立
て
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。

　

南
化
玄
興
は
美
濃
土
岐
氏
の
一
族
一
柳
氏
の
出
身
で
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に

妙
心
寺
住
持
と
な
っ
た
。
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
、
豊
臣
秀
吉
の
長
子
鶴
松
（
棄
丸
）

の
妙
心
寺
に
お
け
る
葬
儀
を
主
導
し
、
秀
吉
が
東
山
に
営
ん
だ
祥
雲
寺
の
初
祖
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
秀
吉
と
の
関
係
か
ら
、
秀
吉
の
武
将
で
あ
る
脇
坂
安
治
、
稲い

な
ば
さ
だ
み
ち

葉
貞
通
、

山
内
一
豊
な
ど
の
帰
依
を
受
け
、
妙
心
寺
山
内
で
は
隣
華
院
の
他
に
智
勝
院
、
大
通
院

の
開
山
で
も
あ
る
。

　

隣
華
院
は
脇
坂
安
治
が
南
化
玄
興
の
退
居
庵
と
し
て
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。
南
化
は

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
隣
華
院
に
入
り
、
五
月
二
〇
日
に
示
寂
し
て
い
る
。
第
二

世
と
な
っ
た
定
水
元
済
は
脇
坂
安
治
の
三
男
で
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
五
）
に
一
〇
歳

で
隣
華
院
に
入
り
、
実
家
で
あ
る
脇
坂
氏
の
援
助
を
受
け
て
院
の
整
備
に
努
め
た
。

境内図

　

そ

の

後
、

文

化
・

文

政

年

中

（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）
に
、
竜
野

藩
主
で
幕
府
の
寺
社
奉
行
及
び
老
中
も

務
め
る
実
力
者
で
あ
っ
た
安
治
の
末

裔
、
脇
坂
安や

す
た
だ薫

・
安

や
す
お
り宅

父
子
が
再
興
し

た
。
明
治
以
降
、
霊
屋
や
書
院
が
撤
去

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

客
殿
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
着

工
、
同
七
年
（
一
八
二
四
）
竣
工
で
あ

る
こ
と
が
「
華
園
隣
華
禅
院
再
建
記
」

に
よ
り
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
間
一
ノ

間
（
後
室
）
の
帳
台
構
の
金
碧
画
の
裏

面
か
ら
発
見
さ
れ
た
紙
片
に
は
文
政
八

年
（
一
八
二
五
）
狩
野
永
岳
と
記
さ
れ
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客殿及び庫裏平面図

て
い
る
。
南
面
し
て
建
ち
、
平
面
は
六
間
取
の
方
丈
形
式
平
面
の
背
面
に
４
室
を
加
え

た
一
〇
室
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
妙
心
寺
山
内
の
他
の
塔
頭
方
丈
に
は
見
ら
れ
な
い
特

異
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
東
・
南
・
西
側
に
広
縁
を
廻
し
外
側
に
建
具
を
入
れ
、
建

物
内
部
に
取
り
込
み
、
東
側
は
畳
敷
き
二
室
の
鞘
の
間
と
な
る
。
室
中
は
正
面
中
央
に

両
折
桟
唐
戸
を
装
置
し
、
床
は
拭
板
敷
、
周
囲
を
畳
廻
し
敷
と
す
る
、
左
右
の
室
は
各

一
四
畳
、
室
境
は
竹
の
節
欄
間
と
し
、
三
室
通
し
で
折
上
格
天
井
と
す
る
。
室
中
背
後

に
あ
る
仏
間
は
手
前
を
長
八
畳
と
し
、
そ
の
奥
を
仏
壇
と
す
る
。
左
右
後
室
の
う
ち
、

上
間
一
〇
畳
は
床
、
違
棚
、
付
書
院
、
帳
台
構
を
設
え
た
最
上
室
と
し
、
華
麗
な
構
成

と
し
て
い
る
。
山
内
で
は
帳
台
構
を
備
え
た
唯
一
の
方
丈
建
築
で
あ
る
と
同
時
に
、
規

模
も
龍
泉
庵
と
並
ん
で
最
大
級
を
誇
り
、
用
材
・
工
法
と
も
に
良
質
の
建
築
で
あ
る
。

室
中
廻
り
の
水
墨
山
水
画
は
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
隣
華
院
創
立
時
の
客
殿
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
客
殿
は
江
戸
時
代
後
期
の

客殿

客殿内部

3
0
8
0

4
9
5
0

6
8
4
1

3
2
8
9

1
2
2
7

1
9
3
8
7

1220201039907800399020101220

22240

5
9
3
1

1
9
7
7

1
9
7
7

5
1
1

197719773955

7909

1
9
7
7

1
2
8
2
7

3
9
8
4

3
9
9
5

4
0
1
2

4
0
0
2

4
8
1
3

3791 5031 3990

12812

7
9
7
9

N

注
目
す
べ
き
方
丈
建
築
で
、
意
匠
的
、
技
術
的
に
優
秀
で
あ
る
。

　

大
玄
関
は
、
客
殿
南
広
縁
の
西
に
取
り
付
い
て
建
ち
、
客
殿
と
同
時
期
の
も
の
で
あ

る
。
内
部
は
四
半
敷
と
し
、
北
に
両
開
き
板
戸
を
設
け
る
。
花
崗
岩
製
の
礎
盤
の
上
に

上
下
粽
付
き
の
円
柱
を
建
て
、
柱
頭
は
頭
貫
を
輪
薙
込
ん
だ
上
に
皿
斗
を
置
き
、
拳
鼻

付
の
平
三
斗
を
組
ん
で
桁
及
び
梁
を
受
け
る
。
南
面
に
腰
掛
及
び
火
灯
窓
を
備
え
、
天

井
は
格
天
井
と
す
る
。
屋
根
は
前
後
唐
破
風
造
り
と
し
、
折
れ
曲
が
り
部
の
西
側
に
千

鳥
破
風
を
設
け
る
。

　

庫
裏
は
西
面
し
、
中
央
２
間
上
部
の
大
虹
梁
に
大
瓶
束
を
建
て
そ
の
両
脇
に
海
老
虹
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梁
、
両
端
間
は
繋
虹
梁
と
し
、
典
型
的
な
禅
宗
寺
院
庫
裏
の
意
匠
で
構
成
さ
れ
る
。
大

虹
梁
の
真
下
に
唐
破
風
の
庇
を
備
え
た
入
口
を
開
き
、
そ
の
右
手
の
柱
間
二
間
に
は
格

子
付
き
の
高
窓
を
開
け
る
。
正
面
を
飾
る
柱
は
全
て
虹
梁
を
受
け
る
斗
栱
の
下
ま
で
立

ち
上
が
る
形
式
を
持
ち
、
一
七
世
紀
前
半
期
に
遡
る
形
を
示
し
て
お
り
、
虹
梁
や
大
虹

梁
中
央
下
に
備
え
ら
れ
る
蟇
股
等
も
こ
の
時
期
の
様
式
を
持
っ
て
い
る
。
平
面
は
、
梁

行
を
南
か
ら
二
間
、
二
間
、
二
間
半
に
分
け
、
桁
行
を
前
（
西
）
か
ら
二
間
、
二
間
半
、

二
間
と
三
分
し
、
中
央
の
前
・
中
を
吹
抜
け
の
土
間
と
広
敷
板
間
、
そ
の
北
側
を
台
所
、

南
側
は
前
・
中
と
も
に
八
畳
間
と
し
、
後
列
は
南
か
ら
八
畳
、
一
二
畳
、
仏
間
を
配
す
る
。

　

庫
裏
に
は
客
殿
へ
の
大
廊
下
が
取
り
付
く
が
、
広
敷
と
大
廊
下
は
八
畳
間
を
介
し
て

繋
が
る
特
異
な
平
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
庫
裏
の
西
側
に
は
井
戸
屋
形
と
小
屋
を
合

せ
た
付
属
屋
が
あ
る
。
ま
た
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
台
所
部
分
を
北
側
に
半
間
拡
張

し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
梁
を
架
け
替
え
て
い
る
。
現
状
は
台
所
部
分
が
新
し
い
内

装
材
で
覆
わ
れ
る
な
ど
、
一
部
改
造
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
前
期
庫
裏
の
形

式
を
よ
く
残
す
。

　

表
門
は
、
両
脇
に
腰
板
壁
を
も
つ
高
塀
を
備
え
、
更
に
左
右
手
前
に
築
地
塀
を
配
し

た
門
構
え
に
な
っ
て
お
り
、
西
面
し
て
建
つ
。
唐
居
敷
上
に
円
柱
の
本
柱
を
建
て
、
本

柱
間
に
冠
木
を
載
せ
、
本
柱
位
置
と
中
間
の
三
通
り
に
梁
を
架
け
、
柱
筋
で
は
巻
斗
、

雌
梁
で
受
け
る
。
控
柱
は
角
柱
で
本
柱
と
は
二
段
の
貫
で
繋
ぎ
、
控
柱
間
に
は
頭
貫
を

輪
薙
込
ん
で
い
る
。
両
端
の
梁
上
に
板
蟇
股
を
置
き
、
中
央
で
は
本
蟇
股
を
置
く
。
蟇

股
上
は
斗
・
実
肘
木
で
棟
木
を
受
け
る
。
軒
は
二
軒
で
、
妻
は
破
風
、
蕪
懸
魚
と
す
る
。

大
型
の
一
間
薬
医
門
で
、
山
内
塔
頭
に
お
け
る
江
戸
時
代
前
期
の
様
式
を
持
つ
表
門
と

し
て
龍
泉
庵
表
門
、
天
球
院
表
門
と
と
も
に
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
大
規
模
か
つ
質
の
高
い
客
殿
や
、
江
戸
時
代
前

期
の
表
門
、
庫
裏
な
ど
、
隣
華
院
に
伝
わ
る
建
造
物
は
技
術
的
か
つ
意
匠
的
に
優
秀
で

あ
り
、
ま
た
塔
頭
寺
院
の
境
内
景
観
を
構
成
す
る
建
築
群
と
し
て
も
歴
史
的
に
価
値
が

高
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
引
間
俊
彰
）

表門

表門平面図

庫裏

附大玄関



- 6 -

麟り
ん

祥
し
ょ
う

院い
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
棟
（
指
定
・
登
録
）

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町

宗
教
法
人　

麟
祥
院

　
　

霊
屋　

一
棟
（
指
定
）

　
　

本
堂　

一
棟
（
登
録
）

　
　

庫
裏　

一
棟
（
登
録
）

構
造
形
式

　
　

霊
屋　
　
　

桁
行
一
間
、
梁
行
一
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
、
正
面
軒
唐
破
風
付
、

　
　
　
　
　
　
　

桟
瓦
葺

　
　

本
堂　
　
　

桁
行
一
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
入

母
屋
造
、
背
面
突
出
部
附
属
、
桟
瓦
葺

　
　
　

附　

玄
関　

一
棟　

桁
行
折
曲
り
四
間
、
梁
行
一
間
、
両
端
唐
破
風
造
、
桟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瓦
葺

　
　

庫
裏　
　
　

桁
行
一
二
・
九
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
切

妻
造
、
妻
入
、
東
面
及
び
北
面
庇
付
、
桟
瓦
葺

建
立
年
代

　
　

霊
屋　
　
　

江
戸
時
代
前
期
（
明
治
三
〇
年
移
築
）

　
　

本
堂　
　
　

江
戸
時
代
前
期
（
明
治
三
〇
年
移
築
）

　
　

庫
裏　
　
　

江
戸
時
代
前
期
（
明
治
三
〇
年
移
築
）

境内図

　

麟
祥
院
は
、
京
都
市
右
京
区
に
所
在
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
本
山
妙
心
寺
の
塔

頭
寺
院
で
、
本
坊
の
北
に
位
置
す
る
。
境
内
に
は
霊
屋
、
本
堂
と
付
属
の
玄
関
、
庫

裏
、
鎮
守
社
、
表
門
が
建
ち
並
ぶ
。
当
院
所
蔵
の
由
緒
書
（
年
代
未
詳
、
寛
永
一
一
年

（
一
六
三
四
）
一
二
月
か
ら
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
九
月
ま
で
の
事
項
を
記
す
）
に

よ
る
と
、
寛
永
一
一
年
、
徳
川
家
光
の
乳
母
春
日
局
を
開
基
、
局
の
猶ゆ

う
し
へ
き
お
う
ぐ
か
ん

子
碧
翁
愚
完
を

開
山
と
し
て
創
建
さ
れ
、
家
光
が
寺
領
二
百
石
を
附
し
た
。
春
日
局
は
、
明
智
光
秀
の

重じ
ゅ
う
し
ん臣

斎さ
い
と
う
と
し
み
つ

藤
利
三
の
子
で
、
母
方
の
一
族
稲い

な
ば
し
げ
み
ち

葉
重
通
の
養
女
と
な
り
、
そ
の
養
子
正ま

さ
な
り成

の
継
室
と
な
る
。
そ
の
後
、
竹
千
代
（
後
の
徳
川
家
光
）
の
乳
母
に
採
用
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。
寺
地
は
始
め
、
妙
心
寺
境
内
外
の
北
西
の
地
、
真
言
宗
御
室
仁
和
寺
の
近
く

に
定
め
た
が
、
仁
和
寺
と
の
境
界
争
い
が
生
じ
た
た
め
、
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）

に
妙
心
寺
境
内
の
南
東
に
移
り
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
に
建
物
完
成
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
、
妙
心
寺
塔
頭
大
通
院
の
境
内
の
一
部
に
移
転

し
た
。
そ
の
際
、
鐘
楼
堂
は
左
京
区
の
天
台
宗
信
行
寺
に
移
さ
れ
、
昭
和
三
七
年
に
は

妙
心
寺
本
坊
浴
鐘
楼
が
焼
失
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
山
内
に
復
帰

さ
れ
た
。

　

霊
屋
は
、
方
一
間
、
桟
瓦
葺
の
建
物

で
西
面
し
て
建
ち
、
北
西
に
本
堂
と
の

接
続
廊
が
取
り
付
く
。
平
面
は
、
身
舎

一
〇
尺
四
方
の
正
側
面
に
高
欄
付
榑
縁

が
廻
り
、
背
面
に
榑
縁
と
同
幅
の
仏
壇

を
設
け
、
前
面
に
は
木
階
三
級
を
設
け

る
。
軸
部
は
、
面
取
角
柱
を
建
て
て
柱

上
に
三
斗
を
組
み
、
榑
縁
に
は
四
隅
の

み
面
取
角
柱
を
建
て
て
軒
桁
を
廻
し
、

そ
の
上
の
化
粧
隅
木
を
受
け
る
。
柱
間

装
置
は
、
身
舎
正
面
に
両
開
き
桟
唐
戸

と
内
明
障
子
二
枚
引
分
、
両
側
面
に
片

面
舞
良
戸
襖
二
枚
と
明
障
子
一
枚
を
そ

れ
ぞ
れ
建
て
、
後
方
の
仏
壇
は
前
方
に

引
戸
を
建
て
、
側
面
は
漆
喰
壁
、
背
面



- 7 -

は
板
壁
と
す
る
。
内
部
は
四
畳
半
で
、

天
井
を
折
上
小
組
格
天
井
と
し
、
貼
付

け
に
は
金
砂
子
の
山
水
画
が
描
か
れ

る
。
後
方
の
仏
壇
に
は
春
日
局
像
を
安

置
す
る
。
細
部
意
匠
は
、
正
側
面
三
方

の
組
物
間
中
備
と
正
面
軒
唐
破
風
下
及

び
内
部
仏
壇
上
部
に
そ
れ
ぞ
れ
蟇
股
を

置
き
、
木
鼻
と
実
肘
木
の
木
口
に
は
透

彫
り
金
具
を
施
す
。

　

前
掲
由
緒
書
に
よ
る
と
、
霊
屋
は
寛

永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
女
院
よ
り

下
賜
さ
れ
た
釣
殿
で
、
寛
永
二
〇
年

（
一
六
四
三
）
、
春
日
局
の
逝
去
に
よ
り

霊
屋
に
改
め
ら
れ
た
と
伝
え
、
さ
ら
に

釣
殿
は
も
と
二
条
城
に
あ
り
、
徳
川
家

光
上
洛
時
に
後
水
尾
天
皇
を
迎
え
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）

一
〇
月
、
後
水
尾
天
皇
は
二
条
城
に
行

幸
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
造
営
さ
れ

た
行
幸
施
設
の
指
図
に
は
、
二
の
丸
御

殿
西
側
の
池
中
に
「
御
行
幸
御
殿
」
か

ら
廊
下
で
接
続
し
た
「
御
亭
」
な
る
建

物
が
描
か
れ
る
。
御
亭
と
当
院
霊
屋
の

平
面
構
成
は
類
似
し
て
お
り
、
霊
屋
が

御
亭
の
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
窺
え
る

霊屋

上：霊屋内部　　　　　　　　　　　　　　右：霊屋平面図
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が
、
詳
細
は
定
か
で
な
い
。
霊
屋
の
建
立
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
を
欠
く
が
、

細
部
様
式
か
ら
は
江
戸
時
代
前
期
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
霊
屋
は
二
条
城
行
幸
施
設
の
遺
構
と
す
る
由
緒
を
持
ち
、
そ
の
歴
史
的
価
値
は

高
く
、
意
匠
的
か
つ
技
術
的
に
も
優
秀
な
建
築
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

本
堂
は
、
桁
行
一
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
入
母
屋

造
、
背
面
突
出
部
附
属
、
桟
瓦
葺
の
建
物
で
南
面
し
て
建
つ
。
平
面
は
六
間
取
り
の
方

丈
形
式
に
西
側
一
間
分
の
室
を
配
す
。
前
列
三
室
は
室
境
の
上
部
を
開
放
し
て
、
一
連

の
竿
縁
天
井
と
す
る
。
中
央
二
〇
畳
大
の
室
中
は
拭
板
敷
に
置
畳
と
し
、
左
右
の
各
室

は
一
二
畳
と
す
る
。
後
列
中
央
の
仏
間
は
、
後
方
寄
り
の
中
央
一
間
に
本
尊
を
安
置
し
、

左
右
各
一
間
を
位
牌
壇
と
す
る
。
後
列
左
右
の
各
室
は
八
畳
の
室
と
な
る
。
六
間
取
り

前
列
三
室
の
前
方
は
、
床
を
拭
板
敷
の
広
縁
と
し
、
さ
ら
に
正
面
と
東
側
面
お
よ
び
背

面
に
落
縁
を
廻
ら
す
。
南
面
の
広
縁
と
落
縁
境
は
ガ
ラ
ス
戸
で
仕
切
り
、
中
央
の
み
両

折
桟
唐
戸
を
構
え
る
。
な
お
、
室
中
の
四
方
を
飾
る
水
墨
襖
絵
雲
龍
図
は
、
江
戸
前
期

の
絵
師
海
北
友
雪
の
筆
と
伝
わ
る
。
現
在
の
本
堂
と
旧
境
内
建
物
を
描
い
た
「
麟
祥
院

指
図
六
分
計
」
（
年
代
未
詳
、
当
院
所
蔵
）
の
本
堂
を
比
較
す
る
と
、
正
面
広
縁
を
半

間
分
、
東
広
縁
一
間
分
、
背
面
四
畳
、
一
〇
畳
半
、
四
畳
か
ら
な
る
三
室
の
一
間
分
を

そ
れ
ぞ
れ
縮
小
さ
せ
、
仏
間
を
後
方
に
突
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
柱
の

痕
跡
か
ら
柱
間
装
置
が
一
部
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
間
を
除
く
六
間
取
り
平
面
の
柱

位
置
は
移
築
以
前
の
形
態
を
保
つ
。
主
要
な
柱
材
は
面
取
り
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
建

立
年
代
は
江
戸
前
期
に
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
当
院

は
寛
永
一
三
年
五
月
に
落
慶
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。

　

玄
関
は
、
桁
行
折
曲
り
四
間
、
梁
行
一
間
、
両
端
唐
破
風
造
、
桟
瓦
葺
の
建
物
で
、

本
堂
南
西
に
取
り
付
く
。
軸
部
は
礎
盤
上
に
円
柱
を
建
て
、
両
端
の
柱
上
を
出
組
、
他

は
大
斗
に
実
肘
木
を
載
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
虹
梁
を
受
け
る
。
西
面
に
内
開
板
扉
を
設
け
、

頭
貫
虹
梁
間
に
透
彫
り
彫
刻
を
嵌
め
る
。
床
は
四
半
敷
き
で
、
天
井
を
化
粧
垂
木
と
す

庫裏 本堂

本堂内部附玄関
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る
。
前
掲
の
旧
境
内
指
図
と
比
べ
る
と
、
北
側
の
桁
行
一
間
分
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
移
築
時
に
改
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
鼻
や
実
肘
木
に
施
さ
れ
た

絵
様
の
意
匠
か
ら
建
立
時
期
は
江
戸
前
期
に
遡
り
、
本
堂
と
同
時
期
に
建
立
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

庫
裏
は
、
桁
行
一
二
・
九
メ
ー
ト
ル
、梁
行
一
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、
切
妻
造
、
妻
入
、

東
面
及
び
北
面
庇
付
、
桟
瓦
葺
の
建
物
で
南
面
し
て
建
つ
。
近
年
の
増
築
に
よ
り
西
側

に
和
室
お
よ
び
事
務
所
、
北
側
に
収
蔵
庫
を
備
え
、
本
堂
と
は
南
東
よ
り
渡
廊
下
で
繋

が
る
。
旧
境
内
を
描
い
た
「
寺
社
奉
行
所
差
出
絵
図
控
」
（
寛
政
三
年
、
一
七
九
一
）

に
は
「
庫
裏　

桁
行
六
間
半　

梁
行
六
間
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
移
築
以
前
の
平
面
規

模
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
内
部
設
え
等
に
は
改
変
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
妻

面
虹
梁
に
施
さ
れ
る
絵
様
や
蟇
股
の
形
状
か
ら
判
断
し
て
、
建
立
年
代
は
江
戸
時
代
前

期
を
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
堂
と
庫
裏
は
、
近
世
に
描
か
れ
た
絵
図
等
か
ら
旧
境
内
地
と
比
較
が
可
能
で
、
建

物
の
平
面
規
模
や
仕
様
の
変
遷
が
判
明
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
規
模
や
内
部
設
え
に
改
変

は
認
め
ら
れ
る
が
、
本
堂
、
庫
裏
と
も
に
以
前
の
平
面
形
態
を
比
較
的
保
ち
、
柱
や
絵

様
の
意
匠
に
は
建
立
年
代
を
示
す
要
素
が
残
さ
れ
て
い
て
、
学
術
上
価
値
が
あ
る
も
の

で
あ
る
。

（
田
邉
泰
人
）

本堂及び庫裏平面図
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N

霊屋　軒先組物

霊屋　蟇股（内部仏壇下）

麟祥院由緒書　一部抜粋
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恵え

心し
ん

院い
ん

本ほ
ん

堂ど
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
棟
（
指
定
）

宇
治
市
宇
治
山
田

宗
教
法
人　

恵
心
院

構
造
形
式　
　

桁
行
四
間
、
梁
行
三
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
、
向
拝
一
間
、
背
面
庇
付
、

　
　
　
　
　
　

本
瓦
葺
及
び
桟
瓦
葺

　
　
　

附　

棟
札　

一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
亖
丙
辰
歳
三
月
吉
祥
日
の
記
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　

二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
亖
辰
年
三
月
吉
祥
日
の
記
が
あ
る
も
の　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
院
良
攸
の
記
が
あ
る
も
の　

一

建
立
年
代　
　

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
［
棟
札
］

　

恵
心
院
は
、
朝
日
山
と
号
す
る
真
言
宗
智
山
派
の
寺
院
で
、
本
尊
を
十
一
面
観
音
立

像
（
宇
治
市
指
定
文
化
財
）
と
す
る
。
創
建
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
く
、
寺
伝
に
よ

る
と
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
二
三
）
に
空
海
に
よ
り
唐
の
青
龍
寺
に
因
み
龍
泉
寺
と

し
て
創
建
さ
れ
、
そ
の
後
寛
弘
年
間
（
一
〇
〇
五
～
一
一
）
に
天
台
僧
源
信
（
恵
心
僧
都
）

が
中
興
し
た
と
さ
れ
る
。
具
体
的
な
状
況
が
明
ら
か
と
な
る
の
は
近
世
初
頭
か
ら
と
な

る
。
宇
治
郷
代
官
で
あ
り
宇
治
茶
師
の
統
轄
に
あ
た
る
茶
頭
取
を
務
め
た
上
林
家
一
門

の
上

か
ん
ば
や
し
さ
ん
き
ゅ
う

林
三
休
（
初
代
三
入
）
が
承
応
年
間
（
一
六
五
二
～
五
五
）
に
記
し
た
文
書
に
は
、

文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
六
）
の
初
め
に
、
上
林
家
一
門
と
白
川
乗じ

ょ
う
り
ん
ぼ
う

琳
坊
（
賢け

ん
こ
う弘

）

の
肝
煎
で
（
下
野
国
茂
木
住
の
弥み

ろ
く
い
ん

勒
院
）
良

り
ょ
う
せ
ん

泉
を
取
り
立
て
て
恵
心
院
を
中
興
し
、
自

身
も
地
割
り
に
付
き
合
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
院
所
蔵
の
賢
弘
坐
像
に
は
、
良

泉
が
賢
弘
の
像
を
「
恵
心
院
開
山
」
の
記
念
と
し
て
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
刻
ま

せ
た
こ
と
が
墨
書
さ
れ
る
。
春
日
局
が
住
職
の
姪
に
あ
た
る
お
妻
と
い
う
侍
女
を
通
じ

て
徳
川
家
光
安
全
の
祈
祷
と
祈
祷
札
の
献
上
を
命
じ
て
以
降
、
毎
年
正
月
に
将
軍
家
安

全景
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全
の
祈
祷
と
祈
祷
札
の
献
上
を
し
て
い
る
他
、
宇
治
茶
師
が
例
年
茶
摘
み
前
に
火
除
の

祈
祷
を
依
頼
す
る
な
ど
、
当
院
は
祈
祷
を
主
体
と
し
て
興
隆
し
た
。

　

境
内
は
、
宇
治
川
東
岸
に
あ
る
朝
霧
橋
か
ら
、
朝
日
山
や
仏
徳
山
（
大
吉
山
）
に
上

が
る
傾
斜
地
上
に
寺
地
を
占
め
、
境
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
本
堂
が
西
面
し
て
建
つ
。

　

本
堂
は
身
舎
を
桁
行
四
間
、
梁
行
四
間
と
し
、
背
面
に
壇
を
突
出
さ
せ
、
さ
ら
に
一

間
の
庇
を
付
け
る
。
身
舎
内
部
は
北
寄
り
三
間
を
須
弥
壇
室
と
し
、
南
寄
り
一
間
を
護

摩
壇
室
と
す
る
。
須
弥
壇
室
は
中
央
後
ろ
寄
り
に
来
迎
柱
を
建
て
、
須
弥
壇
を
据
え
る
。

護
摩
壇
室
は
天
井
に
煙
抜
き
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
当
初
は
中
央
後
ろ
寄
り
に
護
摩
壇

を
据
え
て
い
た
。
正
面
向
拝
は
須
弥
壇
室
に
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
建
物
全
体
か
ら
見

る
と
北
に
寄
っ
て
取
り
付
く
。
正
・
側
面
の
屋
根
は
本
瓦
を
葺
く
が
、
背
面
は
垂
木
に

縋
破
風
を
付
け
、
桟
瓦
を
葺
き
下
ろ
す
。

　

本
堂
は
棟
札
よ
り
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
宇
治
代
官
上か

ん
ば
や
し
ほ
う
じ
ゅ
ん
し
げ
た
ね

林
峯
順
重
胤
ほ
か

上
林
家
一
門
が
造
営
に
携
わ
り
、
大
工
秋あ

き
し
の
ひ
ょ
う
ご
ふ
じ
わ
ら
よ
し
か
ね

篠
兵
庫
藤
原
吉
兼
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
当
大
工
は
寛
文
か
ら
延
宝
年
間
（
一
六
六
一
～
八
〇
）
の
黄
檗
山
萬
福

寺
伽
藍
造
営
に
名
が
見
え
、
以
来
代
々
萬
福
寺
大
工
を
世
襲
し
て
い
る
。
当
堂
で
は
、

向
拝
柱
に
黄
檗
様
の
角
形
礎
盤
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
柱
上
に
舟
肘
木
を
用
い
正

面
に
半
蔀
を
吊
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
は
和
様
の
意
匠
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

屋
根
大
棟
に
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
五
月
の
年
紀
が
あ
る
鬼
瓦
が
据
え
ら
れ
、
宇

治
住
山
田
源
左
衛
門
烝
藤
原
正
勝
の
名
が
記
さ
れ
る
。

　

以
上
に
よ
う
に
、
本
堂
は
、
建
立
当
初
か
ら
須
弥
壇
室
と
護
摩
壇
室
を
分
け
な
が
ら
、

全
体
と
し
て
は
一
つ
屋
根
で
納
め
た
左
右
非
対
称
の
平
面
と
し
て
お
り
、
祈
祷
を
重
視

す
る
当
院
の
性
格
を
反
映
さ
せ
た
他
に
余
り
例
を
見
な
い
建
物
で
あ
る
。
史
料
か
ら
建

立
年
代
及
び
造
営
に
関
わ
る
人
物
も
判
明
し
て
お
り
、
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
の
高
い

も
の
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
。

（
竹
下
弘
展
）

平面図

内部　護摩壇室側

内部　須弥壇室側
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美
術
工
芸
品

報ほ
う

恩お
ん

寺じ

本ほ
ん

堂ど
う

障
し
ょ
う

壁へ
き

画が 

文ぶ
ん
り
ん麟

筆　

四
十
四
面
（
絵
画
・
指
定
）

舞
鶴
市
字
与
保
呂
一
〇
九

宗
教
法
人
報
恩
寺

　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
山
水
図　

襖
貼
付
八

　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
群
鶴
図　

襖
貼
付
十
八

　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
虎
図　
　

襖
貼
付
四

　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
龍
図　
　

襖
貼
付
八

　
　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
群
仙
図　

襖
貼
付
六

法　
　

量　

（
単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　
　
　

山
水
図　

一
七
二
・
三
～
一
七
二
・
六
×
九
一
・
五
～
九
二
・
二 

 
 

（
四
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
四
・
一
～
一
七
四
・
二
×
八
七
・
〇
～
八
七
・
三 

 
 

（
二
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
一
・
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

×
八
八
・
六
～
八
九
・
四　

 

（
二
面
）

　
　
　
　
　

群
鶴
図　

一
七
二
・
三
～
一
七
三
・
〇
×
八
五
・
七
～
九
二
・
五 

（
一
八
面
）

　
　
　
　
　

虎
図　
　

一
七
三
・
六
～
一
七
四
・
二
×
八
七
・
〇
～
八
七
・
一 

 
 

（
四
面
）

　
　
　
　
　

龍
図　
　

一
七
二
・
三
～
一
七
二
・
五
×
九
一
・
五
～
九
二
・
一 

 
 

（
八
面
）

　
　
　
　
　

群
仙
図　

一
七
三
・
六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

×
八
七
・
〇
～
八
七
・
一　

 

（
二
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
二
・
二
～
一
七
二
・
六
×
九
一
・
一
～
九
二
・
五 

 
 

（
四
面
）

品
質
構
造 

 

紙
本
墨
画
淡
彩
襖
貼
付
装 

保
存
状
況　

破
れ
等
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

記　
　

録　

山
水
図 

翠
蓋
楼
／
文
麟
「
□
□
」
（
白
文
方
印
）
「
□
□
」
（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　
　

群
鶴
図 

丙
申
初
秋
／
文
麟
「
□
□
」（
朱
文
方
印
）「
□
□
」（
白
文
方
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

丙
申
秋
日
／
文
麟
「
松
濤
舎
官
」
か
（
白
文
方
印
）「
文
麟
」（
朱

　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
方
印
）
別
紙
貼
付

　
　
　
　
　

虎
図　
　

文
麟
「
文
麟
之
印
」
「
字
□
」
（
白
文
連
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
麟
「
文
麟
之
印
」
「
字
□
」
（
白
文
連
印
）

　
　
　
　
　

龍
図　
　

文
麟
「
松
濤
舎
官
」
か
（
白
文
方
印
）
「
文
麟
」
（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丙
申
秋
日
／
文
麟
（
損
傷
の
た
め
以
下
判
読
不
可
）　
　

　
　
　
　
　

群
仙
図　

丙
申
秋
日
／
文
麟
「
□
□
」
「
□
□
」
（
朱
文
連
印
）　

時　
　

代　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

配
置
図

室
内
（
室
中
か
ら
南
西
を
見
る
）
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図　
　

様　

 

　

　

山
水
図　

連
続
す
る
情
景
を
八
面
に
わ
た
り
描
い
て
い
る
。
画
面
右
か
ら
四
面
に
は

近
景
と
し
て
岩
山
を
描
き
、
山
道
を
歩
く
二
人
の
樵

き
こ
り

を
遠
近
に
一
人
ず

つ
配
す
る
。
続
く
二
面
に
は
画
面
奥
へ
と
続
く
水
面
を
描
き
、
水
辺
に

は
庵
で
歓
談
す
る
中
国
人
物
を
描
く
。
残
る
二
面
に
は
牛
飼
と
二
軒
の

庵
を
描
く
。

　

群
鶴
図　

全
十
八
面
に
水
波
と
八
羽
の
白
鶴
を
描
く
。
上
間
二
の
間
画
面
右
側
四
面

に
は
岩
上
で
た
た
ず
む
三
羽
の
鶴
を
描
き
、
続
く
四
面
に
は
波
上
を
飛

ぶ
二
羽
を
向
か
い
合
う
姿
に
描
く
。
下
間
二
の
間
画
面
右
側
二
面
に
は

波
間
を
の
ぞ
き
込
む
鶴
を
一
羽
、
続
く
四
面
に
は
岩
上
の
二
羽
を
描
き
、

残
り
の
四
面
に
は
大
き
く
う
ね
る
波
の
情
景
の
み
を
描
く
。

　

虎
図　
　

仏
間
東
西
の
各
二
面
に
虎
四
頭
を
描
く
。
西
面
の
画
面
右
上
に
は
岩
間
の

滝
を
描
き
、
左
に
は
口
を
閉
じ
大
き
く
振
り
返
る
虎
及
び
そ
の
乳
を
飲

む
子
虎
二
頭
を
描
く
。
東
面
に
は
同
様
に
大
き
く
振
り
返
る
虎
一
頭
を
、

口
を
開
く
姿
で
描
く
。

　

龍
図　
　

中
間
二
の
間
の
東
西
各
四
面
に
雲
中
の
龍
を
描
く
。
い
ず
れ
も
画
面
右
か

ら
第
三
面
で
顔
を
見
せ
て
お
り
、
西
面
は
口
を
開
け
る
姿
で
、
東
面
は

口
を
閉
じ
る
姿
で
描
か
れ
る
。

　

群
仙
図　

六
面
に
わ
た
り
群
仙
を
描
く
。
画
面
左
端
の
巻
子
に
乗
り
飛
来
す
る
列
子

を
先
頭
に
、
白
髭
を
た
く
わ
え
籠
を
傍
ら
に
置
い
て
坐
す
仙
人
と
二
人

の
童
子
、
杯
を
持
ち
坐
す
仙
人
、
寿
老
と
鹿
、
籠
を
持
つ
童
子
を
伴
う

仙
人
、
籠
を
肩
に
か
け
る
女
仙
、
鉄て

っ
か
い拐

、
蝦が

ま蟇
仙
人
と
蝦
蟇
、
黄
初
平

と
羊
に
変
じ
る
石
を
描
く
。

　

報
恩
寺
は
東
舞
鶴
の
南
東
、
与
保
呂
谷
の
南
側
に
位
置
す
る
臨
済
宗
天
竜
寺
派
の

禅
宗
寺
院
で
、
開
山
は
春

し
ゅ
ん
の
く
み
ょ
う
は

屋
妙
葩
と
伝
え
る
。
本
堂
に
現
存
す
る
本
作
は
落
款
印
章

か
ら
文
麟
の
号
を
持
つ
絵
師
の
制
作
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
従
来
か
ら
塩
川
文
麟

（
一
八
〇
八
―
一
八
七
七
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
文
麟
の
落
款
印
章
を
有
す
る
障

壁
画
が
当
寺
の
ほ
か
に
南
丹
市
西
来
寺
、
綾
部
市
禅
徳
寺
、
舞
鶴
市
東
山
寺
（
款
記
「
丙

申
夏
日
」
す
な
わ
ち
天
保
七
年
）
に
伝
わ
っ
た
ほ
か
、
舞
鶴
市
龍
勝
寺
に
出
山
釈
迦
図

及
び
文
殊
菩
薩
像
、
滋
賀
県
竹
生
島
宝
厳
寺
に
龍
図
絵
馬
（
天
保
九
年
、
「
若
州
藩
中

増
田
幸
次
郎
橘
正
挙
」
奉
納
）
、
福
井
県
敦
賀
市
善
妙
寺
に
岩
上
如
来
像
が
伝
来
す
る
。

岩
上
如
来
像
の
款
記
が
「
天
保
十
一
年
庚
子
晩
夏
／
為
父
祖
冥
福　

塩
川
文
麟
薫
沐
拝

写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
天
保
年
間
に
塩
川
文
麟
が
現
在
の
京
都
府
北
部
か
ら
福
井

県
嶺
南
に
か
け
て
の
地
域
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
作
風
の
面
か
ら
見
て
も
本

作
は
塩
川
文
麟
の
筆
に
な
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
本
作
の
制
作
さ
れ
た

前
年
に
あ
た
る
天
保
六
年
仲
春
の
花
安
居
の
列
席
者
を
記
し
た
「
養
老
山
報
恩
寺
禅
葊

策
進
会
闔
衆
名
簿
」
に
は
禅
徳
寺
・
東
山
寺
・
龍
勝
寺
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
麟
の
同

地
滞
在
の
背
景
に
寺
院
間
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

配
置
は
上
間
一
の
間
に
山
水
図
、
上
間
二
の
間
及
び
下
間
二
の
間
に
群
鶴
図
、
仏
間

に
虎
図
、
室
中
に
龍
図
、
下
間
一
の
間
に
群
仙
図
と
な
っ
て
い
る
。
山
水
図
は
、
文
麟

が
師
事
し
た
岡
本
豊
彦
の
表
現
に
近
い
が
、
水
墨
と
淡
彩
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
奥
行
き

あ
る
空
間
の
構
成
は
文
麟
の
作
風
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
群
鶴
図
は
写
生

派
の
画
家
が
多
く
制
作
し
て
い
る
が
、
十
八
面
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
は
類
例
が
少
な

い
。
よ
く
知
ら
れ
る
作
例
と
し
て
は
、
本
作
同
様
、
波
涛
と
鶴
を
三
室
に
わ
た
り
描
い

た
亀
岡
市
金
剛
寺
の
円
山
応
挙
筆
紙
本
淡
彩
波
涛
図
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
作
は
こ
れ
と

比
べ
柔
和
な
表
現
を
見
せ
て
お
り
、
応
挙
の
表
現
が
そ
の
後
の
世
代
に
継
承
さ
れ
展
開

し
た
様
子
を
示
す
ま
と
ま
っ
た
遺
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
写
生
的
作
風
を
見
せ
る
虎

図
は
、
そ
の
姿
態
や
う
ね
り
の
多
い
輪
郭
な
ど
、
円
山
派
や
四
条
派
よ
り
も
む
し
ろ
岸

派
の
表
現
に
近
く
、
文
麟
の
画
域
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
龍
図
に
つ
い

て
も
同
様
の
写
生
的
傾
向
が
み
ら
れ
、
特
に
丹
念
な
毛
描
き
や
鱗
の
描
写
な
ど
に
、
実

在
感
を
も
た
ら
す
表
現
へ
の
志
向
が
看
取
さ
れ
る
。
群
仙
図
は
余
白
を
多
く
と
り
、
淡
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彩
で
仕
上
げ
る
な
ど
品
良
く
ま
と
ま
っ
た
画
面
と
な
っ
て
い
る
。
群
仙
の
し
ぐ
さ

や
表
情
に
は
飄
逸
さ
が
あ
り
、
細
部
も
丁
寧
に
描
き
こ
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
高
度

な
画
技
を
見
せ
る
作
品
群
と
し
て
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
が
、
文
麟
の
画
業
を

考
察
す
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
「
へ
」
字
形
を
連
ね

る
よ
う
な
皴

し
ゅ
ん

は
山
岳
や
岩
に
全
画
面
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
天
保
期
の
文

麟
の
特
徴
と
指
摘
で
き
よ
う
。

　

文
麟
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
京
都
で
活
躍
し
た
絵
師
で
、
当
時
を
代
表

す
る
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
展
開
し
た
円
山
応
挙
等
の
画
業
を

契
機
と
し
て
影
響
力
を
増
し
て
い
っ
た
写
生
的
作
風
で
あ
っ
た
が
、
文
麟
は
応
挙

門
下
の
呉ご

し
ゅ
ん春

の
流
れ
に
連
な
る
有
力
画
家
と
し
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
過
渡

期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。
幸こ

う
の
ば
い
れ
い

野
楳
嶺
や
野の

む
ら
ぶ
ん
き
ょ

村
文
挙
に
代
表

さ
れ
る
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
晩
年
に
あ
た
る
明
治
初
期
に
は
画
壇
を
率
い
る
存

在
と
し
て
知
ら
れ
た
。
本
作
で
採
用
さ
れ
て
い
る
画
題
は
い
ず
れ
も
京
都
の
諸
派

が
数
多
く
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
麟
の
優
れ
た
画
技
を
よ
く
示
し
て
お
り
、

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
円
山
四
条
派
の
画
作
を
代
表
す
る
作
例
の

ひ
と
つ
に
挙
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
絵
画
史
上
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
塩
川
文
麟
の
代
表

作
と
し
て
本
作
は
注
目
さ
れ
る
。
丹
後
地
域
に
数
多
く
の
優
れ
た
障
壁
画
が
残
さ

れ
る
中
に
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
絵
画
の
傑
出
し
た
作
例
と
い
え
る
。
各
所

に
損
傷
が
見
ら
れ
る
が
、
幅
広
い
画
題
に
よ
り
建
築
空
間
を
荘
厳
し
た
障
壁
画
が

全
体
と
し
て
伝
わ
る
点
も
重
要
で
あ
り
、
十
全
な
保
全
が
望
ま
れ
る
。

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献

　

岩
田
由
美
子
「
研
究
ノ
ー
ト
・
塩
川
文
麟
の
画
歴
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

（
『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要 

』
第
一
号
）
平
成
七
年

群仙図

山水図（上間一之間　北面）

落
款
印
章

群鶴図
（下間二之間）

群鶴図
（上間二之間）

龍図
（西面）

龍図
（東面）

虎図
（東面）

虎図
（西面） 山水図
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虎図（仏間西面）

山水図（南面部分）

龍図（室中　西面）

山水図（上間一之間　西面）山水図（上間一之間　南面）

虎図（仏間　東面）

龍図（室中　東面）

群仙図（東面部分）
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群鶴図（上間二之間　西面）

群鶴図（下間二之間　西面）群鶴図（下間二之間　南面）

群仙図（下間一之間　東面）
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群鶴図（上間二之間　南面）

群鶴図（下間二之間　東面）

群仙図（下間一之間　北面）
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木も
く
ぞ
う
し
ん
ぞ
う

造
神
像 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
軀
（
彫
刻
・
指
定
）

　
　

女
神
坐
像　

七
軀

　
　
　
　
　

内
一
軀
の
像
底
に
康
治
二
年
二
月
十
一
日
、
願
主
頼
親
、
請
造
幷
開
眼　

　
　
　
　
　

延
尊
、
木
造
睿
与
、
静
仁
等
の
銘
が
あ
る

　
　

男
神
像　
　

七
軀

　
　

僧
形
神
像　

二
軀

　
　
　

附　

神
像
形　

二
軀

京
都
市
西
京
区
嵐
山
宮
町
三

宗
教
法
人
松
尾
大
社

一　

女
神
像　

そ
の
一　

櫟
谷
社
・
宗
像
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

四
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
前
・
両
側
方
に
十
一
条
に
束
ね
て
結
い
上
げ
、
後
方
は
七
条
を 

　
　
　
　
　
　

束
ね
肩
辺
ま
で
垂
ら
し
た
あ
と
ゆ
る
く
結
い
上
げ
、
頂
で
髻

も
と
ど
りを

結
う
。

　
　
　
　
　
　

内
衣
一
枚
を
左さ

じ

ん衽
に
着
し
、
■が

い
と
う
い

襠
衣
を
着
し
、
胸
前
で
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
、
内う

ち

ぐ刳
り
な
し
。
木
心
を
右
腰
脇
辺
に
籠
め
る
。

　
　
　
　
　
　

木
心
か
ら
最
も
遠
い
彫
刻
面
ま
で
の
長
さ
（
木
心
か
ら
の
最
大
径
）　

　
　
　
　
　
　

二
六
・
一
セ
ン
チ
。
髻
は
別
材
矧は

ぎ
。
表
面
全
体
に
灰
墨
漆
が
か
か
り
、

　
　
　
　
　
　

下
衣
の
襟
は
、
白
地
に
黄
褐
色
と
白
色
の
二
重
円
文
（
全
形
・
半
截
形
）

　
　
　
　
　
　

が
交
互
に
配
さ
れ
、
鰭

は
た
そ
で袖

内
側
に
白
色
地
に
黒
色
で
総
を
描
く
。

　

保
存
状
態　

髻
、
後
補
。

一　

女
神
像　

そ
の
二　

月
読
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

五
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
前
・
両
側
方
に
八
条
を
束
ね
て
結
い
上
げ
、
後
方
に
六
条
を
束

　
　
　
　
　
　

ね
肩
辺
ま
で
い
っ
た
ん
垂
ら
し
た
あ
と
ゆ
る
く
結
い
上
げ
、
頂
で
髻
を

　
　
　
　
　
　

結
う
。
内
衣
二
枚
（
下
層
は
大
袖
衣
）
を
右
衽
に
着
す
。
そ
の
上
に
■

　
　
　
　
　
　

襠
衣
を
着
し
、
腰
帯
を
し
め
坐
す
。
両
手
先
を
差
し
出
し
て
仰
ぐ
。
左

　
　
　
　
　
　

手
掌
は
持
物
（
亡
失
）
を
執
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
頭
体
根
幹
部
（
両
手
上じ

ょ
う
は
く
ぶ

膊
部
、
両

　
　
　
　
　
　

腰
脇
部
を
含
む
）
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
髻
、
両
肩
に
垂
れ
る
毛
束

　
　
　
　
　
　

先
端
、
鰭
袖
外
側
、
大
袖
衣
の
袖
口
差
入
れ
と
そ
の
先
端
を
矧
ぎ
、
両

　
　
　
　
　
　

手
先
を
袖
口
に
差
入
れ
て
矧
ぐ
。
両
足
部
に
横
一
材
、
大
袖
衣
裾
先
に

　
　
　
　
　
　

一
材
を
矧
ぐ
。
両
肩
前
に
釘
打
込
み
あ
り
。

　
　
　
　
　
　

黒
漆
、
白
色
下
地
、
彩
色
。
肉
身
部
を
白
色
に
、
頭
髪
を
黒
色
に
塗
り
、

　
　
　
　
　
　

頭
髪
に
釵さ

い

し子
を
白
色
で
あ
ら
わ
す
（
い
ず
れ
も
補
彩
）
。
内
衣
上
層
と

　
　
　
　
　
　

■
襠
衣
は
、
緑
地
、
切
金
五
ツ
菱
入
り
二
重
斜
格
子
文
に
、
褐
色
の
丸

　
　
　
　
　
　

文
散
ら
し
（
赤
色
八
弁
花
四
個
を
配
す
る
）
。
襟
は
連
珠
と
列
弁
刻
出
、

　
　
　
　
　
　

前
者
に
漆
箔
、
後
者
の
内
区
に
赤
・
薄
い
褐
色
・
白
の
繧う

ん
げ
ん繝

、
外
区
に

　
　
　
　
　
　

緑
・
薄
い
緑
・
白
の
繧
繝
と
別
の
繧
繝
（
不
明
）
を
交
互
に
配
す
る
。

　
　
　
　
　
　

鰭
袖
の
総
は
白
地
に
赤
の
線
、
端
に
黄
色
に
ぼ
か
し
。
内
衣
上
層
の
襟

　
　
　
　
　
　

お
よ
び
裾
は
黄
褐
色
・
白
・
黄
褐
色
の
三
段
。
内
衣
下
層
（
大
袖
衣
）

　
　
　
　
　
　

は
赤
色
地
、
切
金
四
ツ
菱
入
り
二
重
斜
格
子
文
に
丸
文
散
ら
し
（
緑
地

　
　
　
　
　
　

に
花
五
個
を
配
す
る
）
。

女神像　その１

女神像　その２



- 19 -

　

記　
　

録　

（
像
底
墨
書
）　
　
　
　
　
　
　

秦
種
愷
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
保
元
年
辛
酉
秋
七
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
奉
潤
色
尊
容
及
両
手
也

　

保
存
状
態　

髻
・
右
手
第
三
・
四
指
、
後
補
。
彩
色
後
補
。
持
物
亡
失
。

一　

女
神
像　

そ
の
三　

櫟
谷
社
・
宗
像
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

三
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
束
ね
て
結
い
上
げ
る
。
内
衣
二
枚
を
右
衽
に
着
す
。
■
襠
衣
（
襟

　
　
　
　
　
　

に
紐
・
連
珠
・
紐
・
列
弁
刻
出
）
を
着
し
、
領ひ

れ巾
を
掛
け
、
胸
前
で
拱

　
　
　
　
　
　

手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

カ
ヤ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
を
中
央
や
や
左
寄
り
に
籠
め
、

　
　
　
　
　
　

木
心
か
ら
の
最
大
径
一
五
・
八
セ
ン
チ
。
髻
用
の
孔
二
個
。
下
衣
の
襟

　
　
　
　
　
　

は
黄
色
、
■
襠
衣
に
花
文
を
散
ら
す
。

　

記　
　

録　

（
像
底
墨
書
）　

櫟
谷　

康
治
二
秊
二
月
十
一
日
〈
己
／
巳
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
之
奉
造　

願
主
本
社
神
主
頼
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
造
幷
開
眼
備
後
講
師
延
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
造
二
人　

睿
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
仁

　

保
存
状
態　

髻
、
亡
失
。

一　

女
神
像　

そ
の
四　

三
宮
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

二
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
束
ね
て
結
い
上
げ
、
内
衣
一
枚
、
■
襠
衣
（
襟
は
無
文
）
を
着

　
　
　
　
　
　

し
、
領
巾
を
掛
け
、
胸
前
で
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
を
中
央
や
や
左
寄
り
に
籠
め
、

　
　
　
　
　
　

木
心
か
ら
の
最
大
径
一
三
・
六
セ
ン
チ
。
彩
色
不
明
。

　

記　
　

録　

（
像
底
墨
書
）　
　

（
始
）

　
　
　
　
　

[

　
　
　
　
　
　
　

]

□
□
奉

　
　
　

 

　
　

（
造
）　
　
　
　

（
神
）

　
　
　
　
　
　

□　

願
主
本
社
□　

頼
親

　　
　
　
　
　
　
　

 

（
後
講
）
（
延
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

□
□
□
□
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
睿
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

□
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

□
□

女神像　その３

女神像　その３　像底

女神像　その４

　

保
存
状
態　

面
部
、
像
底
周
辺
、
朽
損
が
著
し
い
。

一　

女
神
像　

そ
の
五　

金
比
羅
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

二
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
束
ね
て
結
い
上
げ
、
内
衣
・
■
襠
衣
（
襟
は
無
文
）
を
着
し
、

　
　
　
　
　
　

領
巾
を
掛
け
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
か
ら
少
し
外
れ
る

　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
を
通
り
、
推
定
木
心
か
ら
の
最
大
径
一
二
・
〇
セ
ン
チ
。
彩
色

　
　
　
　
　
　

不
明
。

　

保
存
状
態　

頭
部
、
首
よ
り
下
部
、
朽
損
が
著
し
い
。
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一　

女
神
像　

そ
の
六

　

法　
　

量　

像
高　

三
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

■
襠
衣
（
襟
は
無
文
）
を
着
し
、
領
巾
を
掛
け
て
坐
す
。
内
衣
は
彩
色

　
　
　
　
　
　

で
あ
ら
わ
し
た
か
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
を
中
央
に
籠
め
る
。
木
心
か

　
　
　
　
　
　

ら
の
最
大
径
一
二
・
五
セ
ン
チ
。

　

保
存
状
態　

体
部
は
損
傷
が
多
い
。
頭
部
は
ほ
か
の
像
か
ら
の
転
用
。

一　

女
神
像　

そ
の
七

　

法　
　

量　

像
高　

三
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

頭
髪
を
左
右
に
分
け
て
背
に
垂
ら
し
、
衣
（
単
か
）
を
着
し
坐
す
。
腹

　
　
　
　
　
　

部
に
腹
帯
（
張
袴
か
）
。
左
手
は
腰
前
で
掌
を
内
側
に
し
、
右
手
は
腹

　
　
　
　
　
　

前
で
掌
を
内
側
に
し
、
指
を
そ
ろ
え
る
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
か
ら
少
し
外
れ
た

　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
を
通
る
。
推
定
木
心
か
ら
の
最
大
径
一
五
・
七
セ
ン
チ
。
黒
漆

　
　
　
　
　
　

塗
り
、
白
色
（
下
地
）
。
彩
色
不
明
。

　

保
存
状
態　

下
半
身
が
欠
失
す
る
。　

一　

男
神
像　

そ
の
一　

衣
手
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

四
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾こ

じ

か

ん

子
冠
を
か
ぶ
り
、
纓え

い

を
背
に
垂
ら
す
。
口
上
と
顎
に
ひ
げ
を
伸
ば
す
。

　
　
　
　
　
　

袍ほ
う

を
着
し
、
拱
手
し
て
坐
す
。
巾
子
の
根
本
に
左
右
に
通
る
丸
孔
（
簪

　
　
　
　
　
　

亡
失
）
、
少
し
脇
に
縦
丸
孔
、
背
左
腰
脇
に
丸
孔
が
あ
る
。

　

品
質
構
造　

広
葉
樹
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
両
足
先
か
ら
少
し
外
れ

る
と
こ
ろ
を
通
る
（
推
定
木
心
か
ら
の
最
大
径
一
四
・
九
セ
ン
チ
）
。
肉

身
部
肌
色
。
頭
髪
墨
（
耳
う
し
ろ
か
ら
後
頭
部
に
残
る
）
。
目
は
白
目

白
色
、
黒
目
墨
、
目
頭
・
目
尻
赤
、
両
ま
ぶ
た
墨
線
、
唇
赤
、
ひ
げ
墨
、

袍
赤
、
袴
緑
青
に
墨
で
格
子
文
・
平
行
線
文
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
簪
、
亡
失
。
像
底
周
辺
、
朽
損
が
著
し
い
。

一　

男
神
像　

そ
の
二　

　

法　
　

量　

像
高　

三
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
纓
を
背
に
垂
ら
す
。
口
上
と
顎
に
ひ
げ
を
伸
ば
す
。

　
　
　
　
　
　

袍
を
着
し
、
拱
手
し
て
坐
す
。
両
足
部
欠
失
（
朽
損
）
。
巾
子
の
根
本

　
　
　
　
　
　

に
左
右
に
通
る
丸
孔
（
簪
亡
失
）
、
少
し
脇
に
縦
丸
孔
、
背
左
腰
脇
に

　
　
　
　
　
　

丸
孔
が
あ
る
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
左
方
を
通
る
（
推
定

女神像　その５

女神像　その６

女神像　その７

男神像　その１
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木
心
か
ら
の
最
大
径
一
八
・
三
セ
ン
チ
）
。
肉
身
部
白
色
、
眉
墨
毛
描
き
、

両
ま
ぶ
た
に
墨
線
、
顎
ひ
げ
薄
墨
、
袍
緑
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
簪
、
亡
失
。
像
底
周
辺
、
朽
損
が
著
し
い
。

一　

男
神
像　

そ
の
三　

四
太
神
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

三
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
纓
を
背
に
垂
ら
す
。
顎
ひ
げ
を
伸
ば
す
。
袍
を
着

　
　
　
　
　
　

し
、
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
前
方
に
外
れ
る
。
彩
色
不
明
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
亡
失
。
両
足
部
が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
四　

四
太
神
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

三
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
坐
す
と
思
わ
れ
る
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
。

　

保
存
状
態　

前
面
す
べ
て
欠
失
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
五　

一
挙
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

四
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
中
央
を
通
る
。
推
定
木
心

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
最
大
径
一
六
・
二
セ
ン
チ
。
漆
塗
り
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
亡
失
。
前
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
両
足
部
が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
六　

　

法　
　

量　

像
高　

四
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
顎
ひ
げ
を
の
ば
す
。
笑
相
。
巾
子
の

　
　
　
　
　
　

根
本
に
左
右
に
通
る
丸
孔
（
木
製
の
棒
が
残
存
）
。

　

品
質
構
造　

広
葉
樹
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
か
ら
外
れ
る
。
彩
色
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
上
部
欠
失
。
体
部
の
前
面
・
背
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
両
足
部

　
　
　
　
　
　

が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
七　

　

法　
　

量　

像
高　

三
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
と
推
定
さ
れ
る
冠
（
大
部
分
が
亡
失
）
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。

　
　
　
　
　
　

拱
手
し
て
、
坐
す
と
思
わ
れ
る
。
顎
ひ
げ
を
の
ば
す
。
目
も
と
、
口
も

　
　
　
　
　
　

と
を
上
げ
る
（
笑
相
）
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
。
彩
色
。

　

保
存
状
態　

頭
部
・
両
体
側
部
・
両
足
部
・
背
面
欠
失
（
朽
損
）
。

男神像　その２

男神像　その３

男神像　その４

男神像　その５

男神像　その６
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一　

僧
形
神
像　

そ
の
一　

　

法　
　

量　

像
高　

四
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

円
頂
、
頸
部
二
道
。
僧

そ
う
ご
う
え
り

綱
襟
と
な
る
僧そ

う

ぎ

し

祇
支
（
内
衣
）
を
右
衽
に
着
し
、

　
　
　
　
　
　

右
肩
に
覆ふ

っ
け
ん
い

肩
衣
（
横
被
か
）
を
着
し
、
上
に
袈
裟
を
ま
と
い
左
肩
か
ら

　
　
　
　
　
　

紐
で
吊
る
。
左
手
は
屈く

っ

ぴ臂
し
、
胸
前
で
持
物
（
棒
状
の
も
の
が
残
存
）

　
　
　
　
　
　

を
執
る
。
右
手
は
腹
前
で
掌
を
仰
ぐ
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
（
両
手
の
す
べ
て
を
含
む
）
、
内
刳
り
な
し
。
木

　
　
　
　
　
　

心
は
ほ
ぼ
中
央
を
通
る
。
木
心
か
ら
の
最
大
径
一
四
・
〇
セ
ン
チ
。
黒

　
　
　
　
　
　

漆
塗
り
、
白
下
地
、
彩
色
（
詳
細
不
明
）
。

　

保
存
状
態　

両
足
部
、
大
部
分
欠
失
（
朽
損
）
。

一　

僧
形
神
像　

そ
の
二　

　

法　
　

量　

像
高　

三
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

円
頂
、
僧
綱
襟
と
な
る
僧
祇
支
（
内
衣
）
を
頸
も
と
ま
で
つ
め
て
右
衽

　
　
　
　
　
　

に
着
し
、
袈
裟
を
ま
と
う
。
袍
を
着
す
か
。
右
足
膝
を
外
側
に
曲
げ
る
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
右
寄
り
に
通
る
。

　
　
　
　
　
　

木
心
か
ら
の
最
大
径
二
一
・
五
セ
ン
チ
。
黒
漆
塗
り
、
彩
色
（
詳
細
不
詳
）
。

　

保
存
状
態　

背
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
左
手
臂
か
ら
右
手
上
膊
部
に
か
け
て
、
下　

　
　
　
　
　
　

部
欠
失
（
朽
損
）
。

附　

一　

神
像
形　

そ
の
一　

　
　
　

法　
　

量　

像
高　

二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

形　
　

状　

袍
を
着
す
か
。
右
足
膝
を
外
側
に
曲
げ
る
。

　
　
　

品
質
構
造　

針
葉
樹
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。

　
　
　

保
存
状
態　

全
体
に
朽
損
が
著
し
い
。

　
　

一　

神
像
形　

そ
の
二　

櫟
谷
社
・
宗
像
社
旧
安
置　

　
　
　

法　
　

量　

像
高　

九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

形　
　

状　

頭
上
に
髻
状
の
も
の
を
著
す
。
天
冠
台
を
著
す
。
大
袖
衣
と
鰭
袖

　
　
　
　
　
　
　
　

衣
を
着
す
。
両
手
を
胸
前
に
差
し
出
し
蓮
台
を
捧
げ
坐
す
。

　
　
　

品
質
構
造　

ヒ
ノ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
を
像
背
遠
く
に
外
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

彩
色
、
頭
髪
墨
、
肉
身
部
緑
色
、
着
衣
白
。

　
　
　

保
存
状
態　

表
面
全
体
、
損
傷
。

時　
　

代　

平
安
時
代
後
期
～
鎌
倉
時
代

　

松
尾
大
社
の
摂
社
・
末
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
神
像
群
で
、
神
庫
な
ど
の
整
理
に
伴

い
調
査
さ
れ
、
概
要
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
月
読
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
二
）
、

櫟
谷
社
・
宗
像
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
一
・
そ
の
三
）
及
び
神
像
形
（
そ
の
二
）
、
三

宮
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
四
）
、
衣
手
社
に
は
男
神
像
（
そ
の
一
）
、
四
太
神
社
に
は
男

僧形神像　その１

僧形神像　その２

男神像　その７

神像形　その１

神像形　その２
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神
像
（
そ
の
三
・
そ
の
四
）
、
一
挙
社
に
は
男
神
像
（
そ
の
五
）
、
金
比
羅
社
に
女
神
像
（
そ

の
五
）
が
伝
わ
っ
た
。
そ
の
他
の
伝
来
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
で
は

櫟
谷
社
・
宗
像
社
は
併へ

い

し祀
さ
れ
て
お
り
、
月
読
社
・
櫟
谷
社
・
宗
像
社
が
摂
社
、
衣
手

社
・
一
挙
社
・
三
宮
社
・
四
太
神
社
、
金
比
羅
社
が
末
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
神
像
（
そ
の
二
）は
特
に
保
存
状
態
が
よ
く
、
制
作
も
非
常
に
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。

同
時
期
の
仏
像
に
遜
色
な
い
本
格
的
な
技
術
を
見
せ
て
お
り
、
同
時
代
を
代
表
す
る
神

像
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
女
神
像
（
そ
の
三
）
像
底
の
銘
記
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）

で
あ
り
、
女
神
像
（
そ
の
四
）
の
銘
文
も
判
読
可
能
な
部
分
か
ら
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
遡
る
神
像
の
造
像
銘
は
数
例
し
か
知
ら
れ
ず
、
神
像

の
銘
と
し
て
は
最
古
例
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
見
え
る
睿
与
、
静
仁
は
仏
師

と
見
ら
れ
、
神
像
の
制
作
者
名
が
判
明
す
る
点
は
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
銘
文
中
に
願

主
と
し
て
見
え
る
秦
頼
親
は
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
松
尾
社
神
主
に
任
じ
ら
れ
た

人
物
で
あ
り
、
松
尾
社
一
切
経
（
妙
蓮
寺
蔵
）
の
う
ち
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
か
ら

保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
ま
で
の
書
写
に
お
け
る
願
主
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
に
共
通
す
る
構
造
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
像
も
一
木
造
で
、
多
く
が

木
心
を
含
む
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
女
神
像
（
そ
の
七
）
及
び
僧
形
神
像
（
そ
の
一
）

が
両
手
先
ま
で
共
木
彫
出
で
あ
る
点
は
、
一
木
造
へ
の
固
執
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
同
時
代
の
彫
刻
と
比
較
す
れ
ば
異
例
の
構
造
で
あ
り
、
神
像
の
持
つ
構
造
上
の
傾

向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
様
式
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
顔
の
肉
付
き
が
豊
か
で
丸

み
を
帯
び
て
お
り
、
体
躯
の
抑
揚
が
少
な
く
、
衣
文
が
控
え
め
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
加
え
て
や
や
前
傾
の
姿
勢
を
と
り
、
肩
を
丸
く
処
理
す
る
像
も
多
い
な
ど
、
平
安

時
代
後
期
の
彫
刻
の
柔
和
な
特
色
を
示
し
て
お
り
、
制
作
は
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
と
み

て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
朽
損
の
甚
だ
し
い
像
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
の
、
現
在
確
認

さ
れ
る
部
分
か
ら
も
優
れ
た
造
形
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
神
像
の
優

品
の
ま
と
ま
っ
た
現
存
作
例
と
し
て
全
体
と
し
て
価
値
が
高
い
。
ま
た
、
特
色
あ
る
造

形
と
し
て
男
神
像
（
そ
の
六
）
が
「
へ
」
字
形
の
眼
や
め
く
り
あ
が
る
唇
に
よ
っ
て
示

し
て
い
る
笑
相
が
指
摘
さ
れ
る
。
神
像
中
に
は
類
品
が
少
な
く
、
古
楽
面
と
の
間
に
造

形
上
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
優
品
と
し
て
の
評
価
に
加
え
、
平
安
時
代
に
遡
る
希
少
な
基
準
作
を

含
む
点
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
類
例
の
少
な
い
表
現
上
の
特
色
も
見
ら
れ
る
な

ど
貴
重
な
神
像
群
と
言
え
る
。
全
体
と
し
て
も
松
尾
大
社
信
仰
を
考
察
す
る
上
で
重
要

な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
損
傷
が
進
ん
だ
像
が
多
い
も
の
の
、
優
れ
た
造
形
を
示

す
像
が
多
数
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
価
値
は
高
く
、
一
括
し
て
保
存
を
は
か
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
附
の
神
像
形
二
軀
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
代
等
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る

が
、
一
括
し
て
の
保
存
を
提
案
し
た
い
。

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献

　

伊
東
史
朗
編
集
『
松
尾
大
社
の
神
影
』
平
成
二
三
年
、
松
尾
大
社

そ
の
他
の
法
量

（
単
位
㎝
。
現
状
。
巾
子
冠
を
か
ぶ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
像
高
は
巾
子
頂
か
ら
、
髪
際
高
は
磯
か
ら
と
す
る
。
）

像
高

髪
際
高

頂
‐
顎

面
長

面
幅

耳
張
（
髪
張
）

面
奥

胸
厚

腹
厚

臂
張

膝
張

女
神
像
（
そ
の
一
）

四
二
・
八

三
三
・
六

一
三
・
二

八
・
八

八
・
八

一
一
・
六

一
二
・
五

一
三
・
一

‐

二
五
・
四

二
六
・
九

女
神
像
（
そ
の
二
）

五
五
・
八

四
六
・
四

一
七
・
九

一
一
・
九

一
〇
・
四

一
五
・
一

一
五
・
七

一
四
・
九

一
七
・
三

三
〇
・
二

四
二
・
三

女
神
像
（
そ
の
三
）

三
三
・
六

二
九
・
五

七
・
八

六
・
五

六
・
三

九
・
七

九
・
七

九
・
四

‐

一
九
・
二

二
七
・
五

女
神
像
（
そ
の
四
）

二
九
・
八

二
五
・
七

一
〇
・
六

六
・
四

五
・
九

七
・
三

七
・
一

七
・
四

‐

一
七
・
五

二
三
・
〇

女
神
像
（
そ
の
五
）

二
九
・
四

二
五
・
四

一
〇
・
六

七
・
四

六
・
〇

八
・
〇

‐

六
・
六

‐

一
五
・
九

一
七
・
七

女
神
像
（
そ
の
六
）

三
五
・
一

‐

一
一
・
六

‐

七
・
九

‐

四
・
四

八
・
二

‐

一
八
・
三

‐

女
神
像
（
そ
の
七
）

三
二
・
二

二
九
・
一

一
〇
・
六

七
・
〇

五
・
三

八
・
二

九
・
三

八
・
〇

九
・
八

二
一
・
二

‐

男
神
像
（
そ
の
一
）

四
二
・
八

三
一
・
五

‐

‐

六
・
四

八
・
五

九
・
四

八
・
三

‐

二
一
・
一

二
六
・
七

男
神
像
（
そ
の
二
）

三
八
・
四

二
八
・
五

‐

‐

六
・
五

六
・
二

八
・
八

八
・
七

‐

一
九
・
七

‐

男
神
像
（
そ
の
三
）

三
九
・
〇

三
一
・
七

‐

‐

六
・
八

八
・
九

八
・
四

七
・
六

‐

一
七
・
五

‐

男
神
像
（
そ
の
四
）

三
一
・
六

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

男
神
像
（
そ
の
五
）

四
九
・
四

三
九
・
三

二
一
・
四

八
・
五

八
・
九

一
二
・
〇

一
五
・
二

一
三
・
八

‐

二
八
・
二

‐

男
神
像
（
そ
の
六
）

四
〇
・
八

二
八
・
七

‐

‐

七
・
三

九
・
七

九
・
五

一
一
・
三

‐

‐

‐

男
神
像
（
そ
の
七
）

三
三
・
〇

‐

‐

‐

七
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

僧
形
神
像
（
そ
の
一
）

四
〇
・
五

‐

一
二
・
六

‐

七
・
七

一
一
・
六

一
〇
・
三

一
四
・
〇

一
五
・
〇

二
六
・
九

‐

僧
形
神
像
（
そ
の
二
）

三
五
・
三

‐

一
二
・
六

‐

一
〇
・
三

一
一
・
〇

一
二
・
二

一
三
・
九

一
四
・
三

二
九
・
八

‐

附

神
像
形
（
そ
の
一
）
二
八
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

神
像
形
（
そ
の
二
）
九
・
九

八
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐
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唐か
ら

衣ぎ
ぬ

裳も

装
し
ょ
う

束ぞ
く　

伝
東
福
門
院
所
用　

一
式
（
工
芸
品
・
指
定
）

京
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
御
所
ノ
段
町
一
二

宗
教
法
人
霊
鑑
寺
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

　

一　

唐
衣　
　

萌
葱
亀
甲
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　
　

一
領

　

一　

裳　
　
　

白
穀
織
地
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

懸
帯　
　

萌
葱
亀
甲
繋
文
浮
織
地
鳳
凰
桐
文
繍　

二
条

　

一　

表
着　
　

紅
雷
文
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　
　
　

一
領

　

一　

打
衣　
　

紅
地
繁
菱
文
固
織
物　
　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

五
衣　
　

白
地
菊
唐
草
文
固
織
物　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

単　
　
　

紅
地
幸
菱
文
浮
織
物　
　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

下
裳　
　

赤
平
地
花
樹
文
繍　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

長
袴　
　

赤
精
好　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
腰

　

一　

打
袴　
　

赤
平
絹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

檜
扇　
　

金
雲
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　
　
　
　

一
握

　

一　

髪
上
具　

平
額　

釵
子　

髢　
　
　
　
　
　
　
　

一
具

　

一　

几
帳　
　

白
綾
地
桐
鳳
凰
文
繍　
　
　
　
　
　
　

二
枚

　
　
　
　
　

裏
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繋
菱
文
を
表
し
、
板
引
を
施
す
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

裳も　
　
　

白
縠
織
地
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

裳　
　
　
　

丈　
　
　

一
〇
一
・
〇　
　

大
腰　
　
　

縦　
　
　

一
八
・
〇　
　
　

横　
　
　

五
六
・
〇　
　
　

引
腰　
　
　

縦　
　
　

九
・
二　
　
　
　

横　
　
　

三
一
・
〇

引
腰
裏
地　

文
丈　
　

二
・
七　
　
　
　

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

裳
は
白
穀
織
に
彩
絵
を
施
す
。
幅
約
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
裂
（
生
糸

の
穀
織
）
を
八
枚
接
ぎ
合
わ
せ
、
鳳
凰
・
桐
・
竹
を
顔
料
彩
色
す
る
。
単
。

裂
端
は
縫
付
け
ず
紙
芯
入
り
の
糊
捻
り
が
施
さ
れ
る
。
大
腰
・
引
腰
の

表
は
、
窠
に
霰
文
の
白
浮
織
物
に
刺
繍
を
施
す
。
裏
地
に
萌
葱
文
の
固

綾
を
用
い
る
。
刺
繍
は
白
撚
り
紐
二
本
を
綴
じ
て
表
す
。
大
腰
・
引
腰

の
裏
地
は
唐
衣
裏
地
と
同
裂
。

保
存
状
態　

刺
繍
の
止
め
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

以
下
、
法
量
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一　

唐か
ら
ぎ
ぬ衣　

　

萌
葱
亀
甲
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　

一
領

法　
　

量　

丈　
　

八
四
・
五　
　
　
　
　

 

裄　
　
　

六
二
・
〇

　
　
　
　
　

文
丈　

二
一
・
〇
─
二
二
・
〇　

窠
間
幅　

一
〇
・
一
─
一
〇
・
二

　
　
　
　
　

裏
地　

文
丈　

二
・
五　
　
　

 

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
萌
葱
の
二
陪
織
物
、
裏
地
は
濃
萌
葱
の
固
綾
を
用
い

　
　
　
　
　

る
。
衿
先
に
裏
地
と
同
裂
で
髪
置
き
を
付
け
る
。
袖
口
に
袘
を
取
る
。
衿

　
　
　
　
　

付
け
は
裁
切
を
用
い
る
。
表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
萌
葱
糸
を
用
い
経

　
　
　
　
　

三
枚
綾
地
に
地
緯
で
亀
甲
文
を
、
白
絵
緯
糸
で
主
文
の
菊
花
文
を
表
す
。

唐衣　表着

裳
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一　

懸か
け
お
び帯　

　

萌
葱
亀
甲
繋
文
浮
織
地
鳳
凰
桐
文
繍　
　

二
条

法　
　

量　

丈　
　

一
三
六
・
五　
　
　

幅　
　
　

一
八
・
五

　
　
　
　
　

裏
地　

文
丈　

二
・
八　

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
萌
葱
の
浮
織
物
、
裏
地
は
濃
萌
葱
の
固
綾
を
用
い
る
。

表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
萌
葱
糸
を
用
い
経
三
枚
綾
地
に
緯
浮
で
亀

甲
文
を
織
り
出
す
。
裏
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繋
菱
文
を
表

す
（
唐
衣
と
揃
い
）
。
板
引
を
施
す
。
表
地
に
鳳
凰
桐
文
を
刺
繍
で
表
す
。

保
存
状
態　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

一　

表う

わ

ぎ着　
　

紅
雷
文
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　

一
領

法　
　

量　

丈　
　

二
〇
五
・
五　

 

　
　
　

裄　
　
　

七
四
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

二
一
・
〇
─
二
二
・
〇　

窠
間
幅　

九
・
三　

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
二
陪
織
物
、
裏
地
は
紅
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。

袖
口
・
衿
口
・
裾
に
袘
を
取
る
。
表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
紅
糸
を

用
い
て
経
三
枚
綾
地
に
地
緯
糸
で
雷
文
を
、
主
文
の
菊
花
文
は
白
絵
緯

糸
で
表
す
。

保
存
状
態　

裾
切
れ
、
裏
地
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

一　

打う
ち
ぎ
ぬ衣　

　

紅
地
繁
菱
文
固
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
〇
八
・
〇　
　

裄　
　
　

七
四
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

五
・
五　
　
　
　

窠
間
幅　

八
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
綾
織
、
裏
地
は
紅
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。
袖
口
・

衿
口
・
裾
に
袘
を
取
る
。
表
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繁
菱
文

を
表
す
。
板
引
き
施
す
。

保
存
状
態　

裏
地
に
や
や
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

一　

五
い
つ
つ
ぎ
ぬ

衣　
　

白
地
菊
唐
草
文
固
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
〇
六
・
〇　
　
　
　
　

 

裄　
　
　

七
五
・
〇

　
　
　
　
　

文
丈　

一
五
・
〇
─
一
九
・
〇　
　

窠
間
幅　

一
〇
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
の
衣
（
表
地
は
白
の
綾
織
、
裏
地
は
紅
色
の
薄
平
絹
を
用
い
る
）

を
五
領
重
ね
、
褄
上
や
身
頃
裾
な
ど
数
点
で
綴
付
け
る
。
袖
口
・
衿
口
・

裾
に
袘
を
取
る
。
衽
裾
に
厚
く
真
綿
が
入
る
。
表
地
は
経
三
枚
綾
地
に

緯
六
枚
綾
で
菊
唐
草
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

裾
切
れ
、
汚
れ
が
見
ら
れ
る
。

懸帯

五衣

打衣
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一　

単
ひ
と
え　

　
　

紅
地
幸
菱
文
浮
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
一
一
・
〇　
　

裄　
　
　

七
九
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

一
〇
・
〇　
　
　

窠
間
幅　

一
四
・
〇

品
質
形
状　

紅
の
浮
織
物
。
裂
端
は
縫
付
け
ず
糊
捻
り
が
施
さ
れ
る
。
経
三
枚
綾
地
に

地
緯
の
浮
織
で
幸
菱
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

下し

た

も裳　
　

赤
平
地
花
樹
文
繍　
　
　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

丈　
　
　
　

一
〇
五
・
〇　
　

腰
紐
幅　

八
・
〇

　
　
　
　
　

頒
幅　

幅　

一
九
・
〇　
　
　

丈　
　
　

三
八
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
薄
平
絹
、
裏
地
は
黄
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。
通

し
腰
は
一
枚
裂
を
取
り
廻
し
、
右
撚
・
左
撚
の
白
撚
り
糸
で
腰
帯
と
裳

の
重
な
り
に
大
針
小
針
を
入
れ
る
。
表
地
は
茶
撚
り
糸
二
本
揃
え
の
刺

繍
駒
縫
で
花
樹
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

一　

長
な
が
ば
か
ま

袴　
　

赤
精
好　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
腰

法　
　

量　

（
そ
の
一
）
丈　

一
六
一
・
〇　

腰
紐
幅　

二
一
・
〇　

腰
前
幅　

四
九
・
〇

　
　
　
　
　

（
そ
の
二
）
丈　

一
五
四
・
〇　

腰
紐
幅　

一
九
・
〇　

腰
前
幅　

五
三
・
五

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
・
裏
地
と
も
に
赤
色
の
生
絹
の
精
好
を
用
い
る
。
通
し

腰
は
一
枚
裂
を
取
り
廻
し
、
赤
の
左
右
撚
り
糸
で
腰
帯
と
裳
の
重
な
り

に
大
針
小
針
を
入
れ
る
。
通
し
腰
は
、
腰
に
巻
く
部
分
を
折
り
細
く
す
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

打
う
ち
ば
か
ま

袴　
　

赤
平
絹　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

採
寸
不
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
折
り
た
た
み
か
ら
推
測　

丈　

一
六
八
・
〇　

幅　

八
八
・
四
）

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
・
裏
地
と
も
に
赤
の
平
絹
を
用
い
る
。
表
は
板
引
き
を

施
す
。

保
存
状
態　

損
傷
が
著
し
い
。

単

下裳

長袴
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一　

檜ひ
お
う
ぎ扇　

　

金
雲
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　

一
握

法　
　

量　

縦　

四
四
・
〇

品
質
形
状　

檜
の
薄
板
を
三
十
九
枚
重
ね
て
金
物
で
留
め
、
上
端
を
糸
で
縫
い
重
ね
る
。

金
雲
、
桐
、
鳳
凰
の
彩
絵
を
施
す
。
要
の
金
物
は
小
禽
、
蝶
を
象
る
。
飾

り
紐
は
、
茶
・
萌
葱
・
白
・
紅
・
黄
を
用
い
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

髪か
み
あ
げ
ぐ

上
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
具

法　
　

量　

平
額　

長
さ　

一
四
・
五　
　

幅　

一
二
・
〇

　
　
　
　
　

釵
子　

長
さ　

一
四
・
五　
　

幅　

二
・
二

　
　
　
　
　

髢　

（
そ
の
一
）
長
さ
七
八
・
〇　

（
そ
の
二
）
七
一
・
〇

品
質
形
状　

平
額　

下
端
に
弦
を
切
る
円
形
の
薄
板
に
、
三
枚
の
花
弁
状
の
薄
板
を
金

具
で
固
定
す
る
。
円
形
の
薄
板
に
は
、
凹
凸
に
よ
り
星
梅
鉢
状
の

装
飾
を
施
し
、
下
部
に
二
つ
の
孔
を
あ
け
紫
の
紐
を
取
り
付
け
る
。

　
　
　
　
　

釵
子　

棒
状
の
金
具
を
二
ヵ
所
折
り
曲
げ
る
。

　
　
　
　
　

髢　
　

頭
髪
を
束
ね
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

几き
ち
ょ
う帳　

　

白
綾
地
桐
鳳
凰
文
繍　
　
　
　

二
枚

法　
　

量　

丈　
　
　
　

一
七
九
・
〇　
　

幅　
　
　

二
〇
〇
・
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏
地
文
丈　

一
五
・
〇　
　
　

窠
間
幅　

一
〇
・
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅
筋　

一
八
〇
・
五
×
六
・
五

　
　
　

 
 
 
 

文
丈　

一
〇
・
四
─
一
一
・
七

品
質
形
状　

三
枚
袷
。
表
地
は
白
無
文
綾
に
茶
の
糸
で
刺
繍
を
施
す
。
裏
地
に
白
茶
菊

花
文
綾
を
、
中
陪
に
萌
葱
無
文
綾
を
用
い
る
。
い
ず
れ
も
生
絹
で
、
糊

捻
り
を
施
す
。
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
の
裂
を
五
枚
接
ぎ
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
に
紅
地
幸
菱
文
浮
織
物
の
幅
筋
が
計
五
枚
垂
れ
る
。
両

裂
端
に
五
色
の
飾
り
紐
を
附
す
。
表
地
は
茶
撚
り
糸
二
本
を
揃
え
、
駒

繍
で
桐
・
鳳
凰
・
蝶
・
鳥
を
刺
繍
す
る
。
裏
地
は
経
緯
異
色
で
、
経
三

枚
綾
地
緯
六
枚
綾
で
菊
花
文
を
表
す
。

保
存
状
況　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

時　
　

代　

江
戸
時
代
前
期

檜扇（表裏）

平額　釵子髢

几帳
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唐
衣
裳
装
束
は
十
二
単
と
通
称
さ
れ
る
女
房
装
束
の
儀
服
で
、
本
作
は
附
属
品
を
含

め
揃
い
で
伝
来
し
た
。
打
袴
・
長
袴
と
そ
の
上
に
着
用
す
る
下
裳
・
裳
、
及
び
単
・
五

衣
・
打
衣
・
表
着
・
唐
衣
・
懸
帯
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
附
属
品
と
し
て
檜
扇
・

髪
上
具
を
伴
う
。
ま
た
二
揃
の
几
帳
が
一
具
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

後
水
尾
天
皇
の
皇
女
で
霊
鑑
寺
の
開
山
と
な
っ
た
月
江
宗
澄
（
一
六
三
九
―

一
六
七
八
）
が
東
福
門
院
（
一
六
〇
七
―
一
六
七
八
）
か
ら
本
作
を
拝
領
し
た
と
い
い
、

東
福
門
院
が
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
後
水
尾
天
皇
の
女
御
と
し
て
入
内
し
た
際
に

着
用
し
た
も
の
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
輿
入
れ
の
道
具
類
は
実
家
の
家
紋
を
用

い
る
の
に
対
し
て
本
作
の
表
着
は
菊
花
文
で
あ
り
、
入
内
時
の
「
女
御
入
内
御
服
目
録
」

に
は
見
え
な
い
纐

こ
う
け
ち
の
も

纈
裳
（
下
裳
）
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
入
内
後
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
江
戸
時
代
前
期
の
朝
廷
文
化
を
代
表
す
る
有
職
装
束
の
作
例

で
あ
り
、
制
作
優
秀
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

裳
は
腰
で
結
び
と
め
る
の
で
は
な
く
、
中
世
に
成
立
し
た
懸
帯
に
よ
っ
て
肩
か
ら
吊

り
下
げ
着
用
す
る
。
ま
た
、
纐
纈
裳
（
下
裳
）
は
宝
暦
前
後
、
懸
帯
は
幕
末
に
廃
止
さ

れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
作
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
形
式
は
江
戸
時
代
前

期
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
東
福
門
院
の
入
内
後
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
再
興

さ
れ
た
中

ち
ゅ
う
ぐ
う
さ
く
り
つ

宮
冊
立
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
儀
式
が
多
く
復
興
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
背
景
で
故
事
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
装
束
も
有
職
の
検
討

に
よ
り
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
後
水
尾
天
皇
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
故
実
研

究
・
朝
儀
復
興
の
動
向
を
示
す
遺
品
と
言
え
る
。

　

優
美
な
姿
を
見
せ
る
本
作
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
染
織
品
と
し
て
資
料
的
価

値
も
高
く
、
何
よ
り
皆
具
が
揃
う
女
房
装
束
の
現
存
最
古
の
遺
例
と
し
て
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献

　

河
上
繁
樹　

『
日
本
の
美
術
三
三
九 

公
家
の
服
飾
』
平
成
六
年
、
至
文
堂

参
考
資
料　

 

「
十
二
単
之
覚
」
（
霊
鑑
寺
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
単

　
　
　
　
　
　
　

五
衣

　
　
　
　
　
　
　

打
衣

　
　
　
　
　
　
　

打
袴

　
　
　
　
　
　
　

表
着

　
　
　
　
　
　
　

唐
衣

　
　
　
　
　
　
　

裳　
　
　
　
　

引
腰

　
　
　
　
　
　
　

単

　
　
　
　
　
　
　

纐
纈
裳

　
　
　
　
　
　
　

懸
帯

　
　
　
　
　
　
　

檜
扇

　
　
　
　
　
　
　

簪

　
　
　
　
　
　
　

末
額

　
　
　
　
　
　
　

平
額

　
　
　
　
　
　
　

几
帳　
　
　
　

二
基

　
　
　
　
　
　
　

紅
袴

懸帯（部分）

単（部分） 十二単之覚

髪
掻

釵
子
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人じ
ん

面め
ん

付つ
き

土ど

器き　

頭と

う

ぶ

へ

ん

部
片　

温あ

つ

え

い

せ

き

江
遺
跡
出し

ゅ
つ
ど土　

一
点

（
考
古
資
料
・
指
定
）

　

附　

土
器　

残ざ
ん
け
つ
と
も

欠
共　

一
二
〇
点

　
　
　

石
器
類　
　
　
　
　
　

五
点与

謝
郡
与
謝
野
町
字
岩
滝
一
七
九
八
番
地
一

与
謝
野
町
（
与
謝
野
町
立
農
村
文
化
保
存
伝
習
セ
ン
タ
ー
保
管
）

法　
　

量　
　

残
存
高　
　

八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

顔
の
長
さ　

九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

顔
幅　
　
　

五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

奥
行
き　
　

七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

時　
　

代　
　

弥
生
時
代

　

温
江
遺
跡
は
与
謝
郡
与
謝
野
町
字
温
江
・
加か

や悦
に
所
在
す
る
弥
生
～
平
安
時
代
の
集

落
遺
跡
で
、
人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
平
成
二
〇
年
度
に
検
出
し
た
東
西
約
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
弥
生
時
代
前
期
集
落
の
西
を
限
る
環か

ん
ご
う濠

か
ら
、
多
量
の
弥
生
土
器
と
と
も
に

出
土
し
た
。
こ
の
環
濠
は
幅
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ
一
・
一
メ
ー
ト
ル
で
断
面
は

Ｖ
字
状
を
な
す
。

　

人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
残
存
高
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
顔
長
九
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
顔
幅
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
首

か
ら
下
を
欠
損
す
る
。
土
器
口こ

う
け
い
ぶ

頸
部
や
蓋ふ

た

に
付
け
た
把と

っ

て手
状
の
装
飾
と
思
わ
れ
る
が
、

共き
ょ
う
は
ん伴

土
器
片
の
な
か
に
接
合
す
る
個
体
は
な
く
、
器
種
・
器
形
は
不
明
で
あ
る
。
人

頭
部
を
写
実
的
か
つ
立
体
的
に
表
現
し
て
お
り
、
と
く
に
頭
頂
部
か
ら
後
頭
部
に
か
け

て
作
り
出
し
た
鶏と

さ
か冠

状
突
起
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

鶏
冠
状
突
起
は
額
か
ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
り
、
耳
の
う
し
ろ
の
後
頭
部
付
近
で
お

人面付土器背面
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わ
る
。
突
起
が
お
わ
る
部
分
に
は
直
交
す
る
楕だ

え
ん
け
い
と
っ
た
い

円
形
突
帯
を
貼
り
付
け
る
。
楕
円
形
突

帯
上
に
は
横
一
条
の
線
刻
を
施
し
、
上
下
方
向
に
穿せ

ん
こ
う孔

す
る
。
現
状
で
は
孔
内
に
白
色

砂
粒
が
詰
ま
る
が
、
上
下
の
孔あ

な

の
位
置
が
合
致
す
る
の
で
貫
通
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
鶏
冠
状
突
起
と
合
わ
せ
て
、
髪
を
束
ね
て
後
方
に
延
ば
し
て
折
り
曲
げ
、
櫛
か
簪

で
留
め
た
状
態
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

目
と
口
は
線
刻
で
簡
単
に
表
現
す
る
が
、
鼻
と
耳
は
粘
土
を
貼
り
付
け
て
立
体
的
に

作
り
、
鼻
に
は
二
つ
の
孔
を
、
左
右
耳
に
は
各
一
つ
の
孔
を
あ
け
る
。
耳
の
孔
は
耳
た

ぶ
位
置
で
貫
通
す
る
の
で
、
外
耳
道
で
は
な
く
耳
飾
り
の
孔
を
表
現
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
眉
上
の
隆
起
も
、
鼻
か
ら
つ
な
い
で
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
て
立
体
的
に
表
現

す
る
。
入
れ
墨
の
表
現
は
な
い
。

　

頭
部
正
面
側
は
表
面
を
丁
寧
な
ナ
デ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
る
が
、
後
頭
部
の
仕
上
げ
は

粗
い
。
首
部
の
破
断
面
は
不
整
形
な
が
ら
ほ
ぼ
平
ら
で
、
前
後
方
向
で
長
径
約
六
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
を
な
す
。
内
部
は
中
空
で
粘
土
紐
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
状
態

が
観
察
で
き
る
。
胎
土
は
精
良
で
、
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
弱
の
白
色
砂
が
混
じ
る
。
焼
成

は
良
好
で
淡
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

　

顎あ
ご

、
上
唇
の
上
部
、
額
の
各
部
分
に
朱
色
の
斑
点
が
あ
り
、
頭
頂
部
の
突
起
付
近
に

も
赤
黒
い
発
色
が
観
察
で
き
る
。
理
化
学
分
析
の
結
果
、
顎
の
赤
色
斑
に
有
意
差
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
頭
頂
部
の
赤
黒
い
部
分
に
は
鉄
分
が
多
く
、
人
為
的
に
ベ
ン
ガ
ラ
を

塗
布
し
た
と
推
測
で
き
る
。
東ひ

が
し
な
ら

奈
良
遺
跡(

大
阪
府
茨
木
市)

で
出
土
し
た
弥
生
時
代

前
期
の
人
面
付
土
器
は
、
表
面
に
朱
と
漆

う
る
し

を
塗
布
し
て
お
り
、
温
江
遺
跡
の
人
面
付
土

器
も
部
分
的
も
し
く
は
全
体
的
に
赤
く
彩
色
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

西
日
本
に
お
け
る
弥
生
時
代
前
期
の
人
面
付
土
器
の
出
土
例
は
一
〇
例
未
満
と
少

な
く
、
い
ず
れ
も
首
よ
り
下
を
欠
損
し
て
完
形
品
は
な
い
。
西に

し
か
わ
づ

川
津
遺
跡(

島
根
県
松

江
市)

出
土
例
は
蓋
の
把
手
と
し
て
機
能
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
器
種
・
器
形

の
わ
か
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
東
日
本
で
は
再
埋
葬
用
の
蔵ぞ

う
こ
つ
き

骨
器
と
し
て

使
用
さ
れ
た
壺

つ
ぼ
が
た形

土
器
の
口
頸
部
に
、
人
面
を
表
現
す
る
例
が
多
い
。

　

ま
た
、
西
日
本
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
の
人
面
付
土
器
や
人
面
を
表
現
し
た
絵
画
に

は
、
温
江
遺
跡
の
人
面
付
土
器
頭
部
片
と
同
様
、
鶏
冠
状
突
起
を
表
現
し
た
も
の
が
目

立
つ
。
鳥

ち
ょ
う
そ
う

装
の
司
祭
者
を
表
現
し
た
と
す
る
説
、
髪
型
風
俗
を
表
現
し
た
と
す
る
説
な

ど
が
あ
る
が
定
説
は
な
い
。
写
実
的
か
つ
立
体
的
な
温
江
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
頭

部
片
は
、
こ
う
し
た
研
究
課
題
に
も
資
す
る
点
が
大
き
い
。

　

京
都
府
内
で
は
縄
文
時
代
の
土
偶
八
点
以
外
に
は
、
森
本
遺
跡(

向
日
市)

の
弥
生

時
代
後
期
の
水
路
か
ら
出
土
し
た
人
面
付
壺
形
土
器
顔
面
部
片
（
京
都
府
指
定
有
形
文

化
財
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

温
江
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
頭
部
が
ほ
ぼ
完
存
し
、
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗

布
痕
跡
を
残
し
、
そ
の
写
実
的
・
立
体
的
な
表
現
と
と
も
に
、
信
仰
・
習
俗
な
ど
弥
生

時
代
の
文
化
を
理
解
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
京
都
府
を
代
表
す
る
考
古
資
料
で

あ
る
。

　

な
お
、
人
面
付
土
器
頭
部
片
と
共
伴
し
た
弥
生
土
器
は
、
ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
、
東

側
の
集
落
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
壺
・
甕か

め

・
鉢は

ち

・
蓋
な
ど
多
様
な

弥生土器
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器
種
か
ら
な
り
、
丹
後
地
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
前
期
土
器
の
一
括
資
料
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
環
濠
か
ら
石せ

き

ふ斧
・
敲

た
た
き
い
し

石
・
円え

ん
れ
き礫

な
ど
の
石
器
も
共
伴
し
た
。
こ

れ
ら
の
土
器
片
や
石
器
は
人
面
付
土
器
頭
部
片
と
同
時
期
の
も
の
で
、
そ
の
歴
史
的
価

値
を
保
証
す
る
一
括
遺
物
と
し
て
、
附

つ
け
た
り
し
て
い

指
定
し
て
保
存
を
は
か
る
も
の
と
す
る
。

（
伊
藤　

太
）

参
考
文
献　

財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
「
温
江
遺
跡
第
六
次

調
査
報
告
」
（
『
京
都
府
遺
跡
調
査
報
告
集
』
第
一
三
九
冊
）
、
平
成
二
二

年岩
松
保
「
人
面
付
き
土
器
の
系
譜
―
温
江
遺
跡
出
土
の
人
面
付
き
土
器

を
巡
っ
て
―
」
（
上
・
下
）
（
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
一
一
五
・
一
一
六
号
）
、
平

成
二
三
年

出土状況
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無
形
文
化
財

京
料
理
・
会
席
料
理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
指
定
）

保
持
者　

髙
橋　

英
一

京
都
市
左
京
区
在
住

料
理
だ
け
で
な
く
器
に
も
季
節
感
を
取
り
入
れ
な
が
ら
茶
の
湯
の
料
理
と
し
て
普
及
し

た
。
お
番
菜
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
庶
民
の
家
庭
料
理
で
あ
る
。
質
素
な
素
材
を
活
か

し
、
季
節
や
年
中
行
事
な
ど
地
域
に
因
ん
だ
多
様
性
を
も
つ
。
京
料
理
は
、
こ
れ
ら
五

体
系
の
要
素
を
京
都
に
お
い
て
融
合
、
洗
練
さ
せ
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
会
席
料
理
は
宴
席
か
ら
発
生
し
た
料
亭
な
ど
で
出
さ
れ
る
料
理
で
、
精
進
料

理
・
本
膳
料
理
・
懐
石
料
理
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
席
は
も
と
も
と
連
歌
や
俳

諧
の
席
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
以
降
料
理
茶
屋
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
酒
席
向
き

の
料
理
へ
と
発
展
、
普
及
し
た
。
現
在
は
、
宴
会
や
冠
婚
葬
祭
に
お
い
て
出
さ
れ
る
最

も
普
遍
的
な
日
本
料
理
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
京
料
理
の
食
材
で
あ
る
が
、
京
都
近
郊
の
農
村
を
は
じ
め
丹
波
や
近
江
な
ど

周
辺
地
域
で
獲
れ
る
山
の
幸
や
川
の
幸
、
さ
ら
に
若
狭
な
ど
遠
方
か
ら
運
ば
れ
る
海
の

幸
な
ど
、
旬
の
も
の
を
旬
の
時
期
に
用
い
て
調
理
す
る
。
近
郊
農
村
か
ら
は
鹿
ヶ
谷
カ

ボ
チ
ャ
、
賀
茂
ナ
ス
、
聖
護
院
ダ
イ
コ
ン
、
堀
川
ゴ
ボ
ウ
、
九
条
ネ
ギ
、
壬
生
菜
な
ど

京
野
菜
と
呼
ば
れ
る
農
産
物
、
周
辺
地
域
か
ら
は
丹
波
栗
、
松
茸
、
丹
波
大
納
言
、
黒

大
豆
、
筍
、
柚
、
ア
ユ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
ゴ
リ
な
ど
、
遠
方
か
ら
は
グ
ジ
、
カ
レ
イ
、

ウ
ナ
ギ
、
サ
バ
、
タ
イ
、
ハ
モ
、
コ
ン
ブ
、
カ
ツ
オ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
コ
ン
ブ
と
カ
ツ
オ
節
か
ら
取
り
出
し
た
出
汁
を
用
い
な
が
ら
、
食
材
の
も
つ

本
来
の
味
わ
い
を
生
か
す
調
理
を
行
う
。
出
汁
は
、
北
前
船
で
運
ば
れ
た
コ
ン
ブ
と
南

方
の
海
か
ら
来
た
カ
ツ
オ
の
削
り
節
か
ら
取
り
出
す
も
の
で
、
京
料
理
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
食
材
の
鮮
度
を
活
か
す
た
め
手
早
く
、
手
際

よ
く
、
か
つ
美
し
く
切
る
包
丁
さ
ば
き
を
発
達
さ
せ
、
煮
る
、
焼
く
、
揚
げ
る
、
蒸
す
、

生
の
五
法
を
基
本
と
し
た
調
理
方
法
が
確
立
し
た
。

　

そ
し
て
、
調
理
し
た
も
の
を
選
び
抜
い
た
器
に
美
し
く
盛
り
つ
け
る
。
食
材
の
大
き

さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
色
彩
、
質
感
な
ど
の
調
和
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
見
た
目
に

美
し
く
季
節
や
風
情
を
盛
り
込
む
。
自
然
を
尊
重
し
つ
つ
、
季
節
感
に
富
み
、
食
材
の

も
つ
本
来
の
味
わ
い
を
生
か
す
調
理
法
や
盛
り
つ
け
、
食
器
の
使
い
方
な
ど
が
な
さ
れ

無
形
文
化
財
の
概
要 

　

京
料
理
は
、
京
都
の
歴
史
上
形
成
さ
れ
た
日
本
料
理
の
五
体
系
（
大

だ
い
き
ょ
う饗

料
理
、

精し
ょ
う
じ
ん進

料
理
、
本

ほ
ん
ぜ
ん膳

料
理
、
懐

か
い
せ
き石

料
理
、
お
番ば

ん
ざ
い菜

）
を
総
合
し
た
、
出だ

し汁
を
基
本
と
す

る
伝
統
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
調
理
法
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
る
料
理
と
、
そ
れ
を
盛
り

つ
け
、
配
膳
し
、
し
つ
ら
え
の
中
で
も
て
な
す
伝
統
文
化
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
技
能

で
あ
る
。

　

大
饗
料
理
は
、
平
安
時
代
以
来
の
公
家
社
会
、
特
に
貴
族
の
社
交
儀
礼
の
中
で
発
達

し
た
宴
会
料
理
で
あ
る
。
定
め
ら
れ
た
切
り
方
、
寸
法
、
盛
り
合
わ
せ
を
重
視
し
た
調

理
法
を
基
本
と
し
、
素
材
の
味
そ
の
ま
ま
に
酢
・
塩
・
醤
な
ど
の
調
味
料
で
各
自
味
付

け
す
る
。
精
進
料
理
は
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
禅
宗
を
中
心
と
す
る
寺
院
社
会
で
、
宗

教
的
禁
忌
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
材
料
で
贅
を
尽
く
す
野
菜
を
中
心
と
す
る
料
理
で
あ

る
。
そ
こ
に
煮
物
や
大
豆
・
小
麦
粉
を
用
い
た
加
工
品
が
登
場
し
た
。
特
に
煮
物
料
理

の
発
達
は
、
そ
の
後
出
汁
を
用
い
る
食
文
化
へ
と
展
開
し
た
。
本
膳
料
理
は
、
室
町
時

代
以
来
武
家
を
中
心
と
す
る
社
会
で
発
展
し
た
饗
応
料
理
で
あ
る
。
式
三
献
の
酒
礼
や

七
五
三
の
膳
と
い
っ
た
祝
儀
の
意
味
が
込
め
ら
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
式
正
料
理
の
形

式
を
も
つ
。
ま
た
、
客
を
も
て
な
す
観
点
か
ら
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
料
理
を
膳
に
盛

り
つ
け
る
こ
と
で
見
た
目
を
重
視
す
る
様
式
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
。
懐
石
料
理
は
、

室
町
時
代
以
来
の
武
家
、
町
人
の
間
で
、
わ
び
茶
の
思
想
・
様
式
の
影
響
を
受
け
て
発

展
し
た
茶
事
や
茶
会
の
席
で
出
さ
れ
る
料
理
で
あ
る
。
懐
石
は
、
料
理
を
一
品
ず
つ
配

膳
し
た
り
、
わ
び
と
い
う
美
意
識
を
料
理
で
表
現
す
る
と
い
っ
た
趣
向
に
特
徴
が
あ
り
、
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る
。

　

ま
た
、
料
理
屋
文
化
や
仕
出
し
文
化
は
京
都
で
誕
生
し
、
円
山
、
八
坂
、
清
水
な
ど

の
地
域
を
中
心
に
礼
儀
作
法
、
し
つ
ら
え
、
も
て
な
し
な
ど
の
文
化
的
深
化
を
伴
っ
て
、

独
自
の
美
意
識
を
形
成
し
て
い
る
。
料
理
屋
は
寺
社
門
前
の
茶
屋
に
始
ま
り
、
店
先
で

の
販
売
か
ら
奥
座
敷
を
も
う
け
て
時
代
と
と
も
に
料
理
に
創
作
を
加
え
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
。
仕
出
し
は
祝
い
事
や
祭
礼
な
ど
に
料
理
屋
か
ら
取
り
寄
せ
る
も
て
な
し
で
、

町
衆
だ
け
で
な
く
寺
院
や
茶
道
華
道
の
家
元
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
京
料
理
は
料
理
を
提
供
す
る
空
間
を
掛
軸
や
生
花
な
ど
季
節
感

あ
る
も
の
で
し
つ
ら
え
る
な
ど
、
五
感
で
愛
で
る
も
て
な
し
と
と
も
に
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
料
理
は
平
安
時
代
以
来
の
歴
史
と
伝
統
、
風
土
に
根
ざ
し
て
発
達

し
た
出
汁
を
基
本
と
す
る
洗
練
さ
れ
た
料
理
文
化
で
、
も
て
な
し
の
心
を
体
現
す
る
高

い
技
能
を
必
要
と
す
る
。

保
持
者
の
略
歴

　

髙
橋
英
一
氏
は
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
瓢

ひ
ょ
う
て
い亭

第
一
三
代
当
主
で
あ
っ
た
髙

橋
嘉
一
氏
の
長
男
と
し
て
京
都
市
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
大
学
卒

業
後
、
東
京
都
中
央
区
に
あ
る
日
本
料
理
店
「
三
田
」
や
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
日
本

料
理
店
「
生
野
」
で
料
理
の
修
行
を
し
た
後
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
か
ら
家
業

で
あ
る
瓢
亭
に
勤
務
し
、
先
代
の
も
と
で
日
本
料
理
を
学
ん
だ
。

　

瓢
亭
は
今
か
ら
四
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
南
禅
寺
境
内
の
、｢

南
禅
寺
門
外
松
林
茶
店｣

と
し
て
暖
簾
を
掲
げ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
る
。
文
久
二
年(

一
八
六
二)

に
刊

行
さ
れ
た
『
花か

ら
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

洛
名
勝
図
会
』
に
は
京
の
名
勝
の
一
つ
と
し
て
現
在
の
店
に
近
い
姿
で

描
か
れ
、
当
時
か
ら
名
物
と
し
て
知
ら
れ
た
瓢
亭
玉
子
が
「
半
熟
鶏
卵
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
、
料
亭
の
看
板
を
掲
げ
る
と
、
高
級
料
理
店
と
し
て
頼

山
陽
や
山
縣
有
朋
、
品
川
弥
二
郎
と
い
っ
た
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
文
人
や
政
治
家
た
ち
に
深
く
愛
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
時
代
を
彩
っ
た
文
化
人
や

経
済
人
が
繰
り
返
し
訪
れ
る
料
理
店
と
し
て
現
在
も
の
れ
ん
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

髙
橋
氏
は
、
先
代
の
急
逝
に
よ
り
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
二
八
歳
で
瓢
亭
一
四

代
当
主
と
な
っ
た
。
氏
は
、
京
料
理
全
般
に
お
い
て
高
い
見
識
を
も
つ
と
と
も
に
調
理

技
術
に
秀
で
、
精
進
料
理
、
懐
石
料
理
、
お
番
菜
に
精
通
す
る
一
方
、
伝
統
的
な
京
野

菜
の
復
活
や
振
興
に
尽
力
し
た
。
特
に
会
席
料
理
に
つ
い
て
は
技
能
・
知
識
の
す
べ
て

を
熟
知
し
て
い
る
と
と
も
に
、
顧
客
の
嗜
好
に
寄
り
添
っ
て
優
れ
た
も
て
な
し
の
わ
ざ

を
発
揮
す
る
な
ど
現
在
最
高
峰
の
技
能
を
保
持
す
る
。
ま
た
、
裏
千
家
の
故
井
口
海
仙

宗
匠
に
師
事
し
て
茶
の
湯
の
真
髄
に
触
れ
、
自
ら
庭
で
育
て
た
茶
花
を
用
い
て
茶
室
の

空
間
を
し
つ
ら
え
、
伝
統
的
な
素
材
の
味
を
引
き
出
し
た
懐
石
料
理
を
客
に
提
供
す
る

技
能
を
培
っ
て
い
る
。
平
成
四
年
に
京
都
府
優
秀
技
能
者
表
彰
（
京
都
府
「
現
代
の
名

工
」
）
、
平
成
一
八
年
に
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
、
京
都
府
産
業
功
労
者
賞
、
平
成
一
九

年
に
厚
生
労
働
大
臣
卓
越
技
能
者
表
彰
（
国
「
現
代
の
名
工
」
）
を
受
賞
さ
れ
、
平
成

二
二
年
に
は
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
一
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
京

京料理

しつらえのようす
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都
料
理
芽
生
会
長
、
昭
和
六
二
年
か
ら
平
成
三
年
ま
で
全
国
芽
生
会
連
合
会
理
事
長
、

平
成
一
三
年
か
ら
二
二
年
ま
で
京
都
料
理
組
合
長
、
平
成
一
六
年
か
ら
平
成
一
九
年
ま

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
料
理
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
を
務
め
る
な
ど
京
都
を
中
心
に
料
理
界

に
お
け
る
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
現
在
は
、
全
国
の
料
理
学
校
や
講
習
会
の
講
師

を
務
め
、
後
進
の
育
成
と
京
料
理
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

髙
橋
英
一
氏
は
、
京
料
理
全
般
に
お
い
て
高
い
見
識
を
も
つ
と
と
も
に
調
理
技
術
に

秀
で
、
伝
統
的
な
京
野
菜
の
復
活
と
振
興
に
尽
力
し
て
料
理
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
。
ま
た
会
席
料
理
に
お
い
て
、
茶
道
の
知
識
を
背
景
に
、
自
ら
が
造
り
出
す
し
つ
ら

え
の
空
間
と
も
て
な
し
の
料
理
は
、
伝
統
を
基
盤
に
創
意
に
富
み
、
そ
の
技
能
は
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
。
現
在
の
京
料
理
に
お
け
る
最
高
峰
の
調
理
技
術
を
体
現
す
る
と
と

も
に
、
会
席
料
理
の
技
能
保
持
者
と
し
て
そ
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。

（
向
田
明
弘
）

【
参
考
文
献
】
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瓢
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瓢
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瓢
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懐
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史
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史
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京都府指定・登録文化財・文化財環境保全地区・選定保存技術及び文化的景観件数一覧
その1〈指定、決定、選定、(認定)〉

(平成25年４月１日)

(認定1)

△2 △6 △1 △1 △2 △1 △1 △2 △6 △6

△2 △3 △1 △1 △3 △3

△1 △3 △1 △1 △2 △1 △1 △1 △1 △5 △5

△1 △2 △1 △1 △2 △2

△1 △15 △1 △1 △2 △3 △3

△1 △1 △1 △1

(認定2)

△1 △6 △1 △1

(認定1)

△1 △1 △1 △1 △3 △3

(認定2)

△1 △1 △1 △2 △3

(認定4) (認定1)

△1 △3 △3 △1 △4

△1 △4 △1 △1

(認定2)

△1 △1 △1 △2 △2

(認定2)

△1 △1 △1

(認定2)

△1 △1 △1 △1 △2

(認定2)

(認定1)

△1 △1 △1 △1 △2 △3 △1 △4

△1 △1 △1 △1

△1 △1 △2 △2 △2

(認定1)

(認定2)

△1 △1 △1 △1

(認定3)

△1 △1 △1

(認定4)

(認定1)

(認定23) (認定8) (認定31)

△10 △41 △2 △3 △2 △2 △5 △1 △1 △16 △7 △1 △1 △2 △3 △2 △1 △1 △4 △41 △5 △46

区
分

建造物
小

計

選

定

保

存

技

術

選

定

文

化

的

景

観

選

定

件

数

棟

基

数

絵

画

彫

刻

工

芸

品

書

籍

典

籍

古

文

書

考

古

資

料

合

計

文

化

財

環

境

保

全

地

区

決

定

無

形

文

化

財

有

形

民

俗

文

化

財

小

計

美　　術　　工　　芸　　品

有　　　形　　　文　　　化　　　財

風

俗

習

慣

歴

史

資

料

指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

元

計

無形民俗文化財 記　念　物
総

合

計
年
度

種
別

民

俗

芸

能

小

計

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

(注)　（１）建造物の棟(基)数は、件数に含めない。
　　　 （２）△印は、重要文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （３）▲印は、重要文化財、府指定文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （４）無形文化財及び選定保存技術欄の保持（保存）団体の認定数（ ）は、件数に含めない。
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京都府指定・登録文化財・文化財環境保全地区・選定保存技術及び文化的景観件数一覧
その2〈登録、合計〉

(平成25年４月１日)

▲2 ▲7 ▲2 ▲2 ▲4 ▲4

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲4 ▲9 ▲2 ▲2 ▲1 ▲1 ▲7 ▲7

(認定23) (認定8) (認定31)

△10 △41 △2 △3 △2 △2 △5 △1 △1 △16 △7 △1 △1 △2 △3 △2 △1 △1 △4 △41 △5 △46
▲4 ▲9 ▲2 ▲2 ▲1 ▲1 ▲7 ▲7

区
分

種
別

有　　　形　　　文　　　化　　　財

書

籍

典

籍

古

文

書

考

古

資

料

歴

史

資

料

建造物 美　　術　　工　　芸　　品
件

数

棟

基

数

絵

画

彫

刻

工

芸

品

無

形

文

化

財

有

形

民

俗

文

化

財

小

計

風

俗

習

慣

民

俗

芸

能

小

計

史

跡

名

勝

選

定

保

存

技

術

選

定

文

化

的

景

観

選

定

総

合

計

無形民俗文化財 記　念　物
合

計

文

化

財

環

境

保

全

地

区

決

定

天

然

記

念

物

小

計
年
度

元

合計

(注)　（１）建造物の棟(基)数は、件数に含めない。
　　　 （２）△印は、重要文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （３）▲印は、重要文化財、府指定文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （４）無形文化財及び選定保存技術欄の保持（保存）団体の認定数（ ）は、件数に含めない。
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